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長崎大学熱帯医学研究所

総 合 目 標

熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境が，熱帯病をはじめとす

る錯綜した健康問題を引き起こし続けている。国際交流の進展が著しい今

日，これらの問題は世界的視野に立って解決されなければならない。

長崎大学熱帯医学研究所は，上述の認識に基づき，熱帯病の中でも最も

重要な領域を占める感染症を主とした疾病と，これに随伴する健康に関す

る諸問題を克服することを目指し，関連機関と協力して以下の項目の達成

を図るものである。

１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究

２．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献

３．上記に係る研究者と専門家の育成

研 究 所 全 景
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序
長崎大学熱帯医学研究所は，昭和１７年に長崎医科大学附属東亜風土病研究所として開設さ

れ，沿革に記載された経緯の後，昭和４２年に「熱帯医学に関する学理および応用の研究」を

設置目的とする長崎大学附置熱帯医学研究所となった。以後今日まで，日本において熱帯医

学研究を目的とする唯一の公的機関として活躍してきた。平成元年に医学系国立大学附置研

究所として初の共同利用研究所に，平成６年度には大部門制に改組され，平成７年度には文

部省から熱帯医学に関する国際的に卓越せる研究拠点（Center of Excellence = COE）に指定

された。平成１３年度には文部科学省による４大学の免疫・感染症研究の連携推進体制の整備

の一環として熱帯感染症研究センターが独立し，現在の組織は３大部門（１１研究分野，１客

員分野，１外国人客員分野を含む），１センター，１施設，１診療科からなる。

本誌の表紙をめくった頁に研究所の総合目標－Mission Statement－が記されている。これ

は平成８年度に行われた外部評価の提言に基づき研究所が平成１１年５月に策定したものであ

る。研究所は総合目標を達成するために，種々の研究教育活動を行っている。

熱帯医学研究所は研究教育活動の大要を昭和４４年以来，年度毎にまとめて要覧として発刊

している。平成１１年度までは，要覧の中で最も重要な項目である研究活動の項目は，各分野

毎の研究活動として紹介されていた。しかし熱帯医学研究所の総合目標の中で最も重要な「熱

帯医学及び国際保健における先導的研究」がどの様に熱帯医学研究所で行われているのかを

読者に理解して貰うには，古い編集方法は適切でないと判断し，この点を改善する為，平成

１２年度以後の要覧の編集においては，各研究分野で行われている研究活動を主たる熱帯病毎

にまとめなおして，研究活動として報告している。

近年，熱帯医学研究所は文科省の支援により３つの大型研究プログラムを開始した。２１世

紀 COEプログラム「熱帯病・新興感染症の地球規模制御戦略拠点」（平成１５年），ケニアお

よびベトナムにおける「熱帯病・感染症研究拠点形成プログラム」である。これらの採択理

由の一つに研究所の長年に亘る熱帯医学領域での実績があげられているので，これまでに研

究所が発刊してきた要覧にも目を通していただきたい。

熱帯医学研究は熱帯病が流行する現場での研究と分野横断的・学際的研究で特長づけられ

る。研究所全体として，また各研究分野が総合目標を達成するためにどの様な視点で，熱帯

医学の研究に取り組んでいるかを，読者の方々がこの要覧をごらんになり理解していただけ

れば幸いである。

平成１７年１２月５日

長崎大学熱帯医学研究所 所長 青 木 克 己
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１ 沿 革

昭和１７年３月

昭和２０年８月

昭和２１年４月

昭和２１年５月

昭和２４年５月

昭和３２年７月

昭和３４年３月

昭和３６年３月

昭和３６年４月

昭和３９年４月

昭和４０年４月

昭和４１年４月

昭和４２年２月

昭和４２年６月

昭和４２年６月

昭和４９年４月

昭和４９年４月

昭和５３年３月

昭和５３年４月

長崎医科大学附属東亜風土病

研究所設立

原爆投下により研究所建物及

び研究資料消失

長崎医科大学風土病研究所に

改称

諫早市に移転し，研究活動再

開

新制長崎大学に附置され，長

崎大学附置風土病研究所に改

称

諫早大水害により，施設，機

器，研究資料等に壊滅的な被

害

長崎市興善町の元長崎大学医

学部附属病院外来患者診療所

跡に移転

長崎市坂本町に新庁舎竣工

新庁舎に移転

疫学部門の増設

寄生虫学部門の増設

ウイルス学部門の増設

本館の第一次増築竣工

風土病研究所が熱帯医学研究

所に改称

熱帯医学研究所内科として，

医学部附属病院に設置

附属熱帯医学資料室設置

病原細菌学部門の増設

感染動物隔離実験棟竣工

防疫部門（客員部門）の新設

昭和５３年４月

昭和５４年４月

昭和５５年３月

昭和５８年４月

昭和５９年４月

昭和６０年８月

昭和６２年４月

平成元年４月

平成３年４月

平成６年３月

平成６年４月

平成７年４月

平成８年４月

平成９年４月

平成１３年４月

平成１５年３月

熱帯医学研修課程の新設

感染動物隔離実験棟が熱帯性

病原体感染動物実験施設に昇

格

本館の第二次増築竣工

国際協力事業団（JICA）の

集団研修コース「熱帯医学研

究コース」開設

原虫学部門の増設

本館の第三次増築竣工

病害動物学部門の増設

熱帯医学研究所は共同利用研

究所に改組

感染生化学部門の増設

本館の第四次増築竣工

大部門制に改組（３大部門１２

研究分野）

世界の最先端の学術研究を推

進する卓越した研究拠点

（COE）の研究所に指定

病原体解析部門に分子疫学分

野（外国人客員分野）の新設

附属熱帯医学資料室の廃止・

転換に伴い，附属熱帯病資料

情報センターの新設

附属熱帯病資料情報センター

の廃止・転換に伴い，附属熱

帯感染症研究センターの新設

本館の第五次増築（熱帯性病

原体集中研究管理棟）竣工

―１―



歴 代 所 長

（長崎医科大学附属東亜風土病研究所）

角 尾 晋 自 昭和１７年（１９４２）５月４日
至 昭和２０年（１９４５）８月２２日

古 屋 野 宏 平 自 昭和２０年（１９４５）１２月２２日
至 昭和２３年（１９４８）１月２３日

高 瀬 清 自 昭和２３年（１９４８）１月２４日
至 昭和２３年（１９４８）８月３１日

登 倉 登 自 昭和２３年（１９４８）９月１日
至 昭和２４年（１９４９）５月３０日

（長崎大学風土病研究所）

登 倉 登 自 昭和２４年（１９４９）５月３１日
至 昭和３３年（１９５８）８月３１日

大 森 南 三 郎 自 昭和３３年（１９５８）９月１日
至 昭和３８年（１９６３）１１月３０日

福 見 秀 雄 自 昭和３８年（１９６３）１２月１日
至 昭和４２年（１９６７）５月３１日

（長崎大学熱帯医学研究所）

福 見 秀 雄 自 昭和４２年（１９６７）６月１日
至 昭和４４年（１９６９）１１月３０日

片 峰 大 助 自 昭和４４年（１９６９）１２月１日
至 昭和４８年（１９７３）１１月３０日

林 薫 自 昭和４８年（１９７３）１２月１日
至 昭和５２年（１９７７）１１月３０日

内 藤 達 郎 自 昭和５２年（１９７７）１２月１日
至 昭和５４年（１９７９）１１月３０日

片 峰 大 助 自 昭和５４年（１９７９）１２月１日
至 昭和５６年（１９８１）４月１日

松 本 慶 蔵 自 昭和５６年（１９８１）４月２日
至 平成３年（１９９１）４月１日

板 倉 英 � 自 平成３年（１９９１）４月２日
至 平成５年（１９９３）４月１日

小 坂 光 男 自 平成５年（１９９３）４月２日
至 平成９年（１９９７）４月１日

五 十 嵐 章 自 平成９年（１９９７）４月２日
至 平成１３年（２００１）３月３１日

青 木 克 己 自 平成１３年（２００１）４月１日
至 現 在

―２―



分子構造解析分野（ウイルス学）�

（　）内は旧部門名を示す�
�

病原因子機能解析分野（病原細菌学）�

感染細胞修飾機構分野（原虫学）�
寄生行動制御分野（寄生虫学）�
分子疫学分野－外国人客員�

暑熱順化機構分野�
炎症細胞機構分野（感染生化学）�
病変発現機序分野（病理学）�

感染症予防治療分野（臨床）�
エイズ・感染防御分野－客員（防疫）�

熱帯性病原体感染動物実験施設�
熱帯感染症研究センター�
共同研究室�

生物環境分野（病害動物学）�

社会環境分野�
疾病生態分野（疫学）�

熱研内科�診療科�

事　　務　　部�

附　属　施　設�

環 境 医 学 部 門 �

宿主病態解析部門�

病原体解析部門�

総務係�
共同利用係�

（医学部・歯学部附属病院）�

所　長�

教　授　会�

１）定員内職員

区 分
教 員 そ の 他

の 職 員 合 計
教 授 助 教 授 講 師 助 手 計

現 員 １３ ４ ４ １８ ３９ ８ ４７

２ 組織及び規模

２．１ 組 織

平成１７年１０月１日

２．２ 職 員

平成１７年１０月１日

２）その他の職員

非常勤講師 ３２名 外国人研究員（客員教授）３名 ＣＯＥ研究員 ６名

ＣＯＥ技術員 １名 研究支援推進員 ８名 研究機関研究員 １名

事務補佐員及び技能補佐員 ２９名

―３―



３）教職員・大学院学生等氏名

所 長 （命）教 授 医 学 士
医 学 博 士 青 木 克 己

分子構造解析分野
（ ウ イ ル ス 学 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 森 田 公 一

講 師 獣 医 学 修 士
医 学 博 士

長 谷 部 太
（ 派 遣 休 職 ）

助 手 獣 医 学 修 士
獣 医 学 博 士 井 上 真 吾

助 手 獣 医 学 博 士 エムディー アリムル イスラム

研究機関研究員 鍋 島 武

ＣＯＥ研究員 アフジャル ホセイン カン

外国人客員研究員 マリア デル カルメン パルケット

外国人客員研究員 エドワド ギタウ マテンゲ
技 能 補 佐 員
（研究支援推進員） 山 口 知 美
技 能 補 佐 員
（実験助手） 城 臺 和 美

大 学 院 生 木 下 一 美

大 学 院 生 タイ ホン チイカム

大 学 院 生 余 福 勲

大 学 院 生 レオノラ サルダ

事 務 補 佐 員 鬼 塚 満 梨 子

論 博 研 究 生 パレッシュ スマティラル シャー

ＪＩＣＡ研修員 ユ ミ ン ジ ン

ＪＩＣＡ研修員 ネマン テレマイトガ

病原因子機能解析分野
（ 病 原 細 菌 学 ）

教 授 農 学 士
農 学 博 士 平 山 壽 哉

講 師 理 学 士
理 学 博 士 和 田 昭 裕

助 手 医 学 士
医 学 博 士 江 原 雅 彦

技術専門職員 岩 見 守

大 学 院 生 中 山 真 彰

大 学 院 生 久 恒 順 三

ＰＲＥＳＴＯ研究員 理 学 博 士 山 崎 栄 樹

ＰＲＥＳＴＯ技術員 前 田 香 代

ＣＯＥ技術員 田 村 久 美

感染細胞修飾機構分野
（ 原 虫 学 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 神 原 廣 二

講 師 理 学 士
薬 学 博 士 上 村 春 樹

助 手 医 学 士
医 学 博 士 中 澤 秀 介

技 能 補 佐 員
（実験助手） 木 下 美 紀
技 能 補 佐 員
（実験助手） 森 � め ぐ み

―４―



大 学 院 生 宮 � 俊 雄

大 学 院 生 パンディー キショール

ＪＩＣＡ研修生 ムトロ アリ タカディル

寄生行動制御分野
（ 寄 生 虫 学 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 青 木 克 己

助 手 医 学 士
医 学 博 士

渡 部 幹 次
（ 休 職 中 ）

技術専門職員 三 浦 光 政
技 能 補 佐 員
（実験助手） 冨 永 佐 登 美
技 能 補 佐 員
（実験助手） 林 田 昌 子

犬 学 院 生 大 木 智 春

大 学 院 生 草 場 照 代

大 学 院 生 阿 部 眞 由 美

大 学 院 生 張 欣 松

分 子 疫 学 分 野 外国人研究員
（客員教授） 医 動 物 学 博 士 テム エマニュエル オードリー

事 務 補 佐 員 小 林 要

暑熱順化機構分野 （兼）助 教 授 工 学 士
医 学 博 士 大 渡 伸

炎症細胞機構分野
（ 感 染 生 化 学 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 中 村 三 千 男

助 教 授 医 学 士
医 学 博 士 栗 林 太

助 手 薬 学 士
医 学 博 士 藤 井 仁 人

助 手 理 学 修 士
医 学 博 士

鈴 木 章 一
（ 休 職 中 ）

技 術 職 員 森 内 俊 之

事 務 補 佐 員 中 村 瑞 枝

病変発現機序分野
（ 病 理 学 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 岩 崎 琢 也

助 教 授 医 学 士
医 学 博 士 鳥 山 寛

助 手 医 学 博 士
理 学 博 士 千 馬 正 敬

助 手 獣 医 学 士
獣 医 学 博 士

早 坂 大 輔
（ 研 究 休 職 ）

助 手 農 学 士
医 学 博 士 吾 郷 昌 信

大 学 院 生 畑 岸 悦 子

技 能 補 佐 員 中 村 優 子

感染症予防治療分野
（ 臨 床 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 有 吉 紅 也

助 教 授 医 学 士
医 学 博 士 大 石 和 �

助 手 医 学 士
医 学 博 士 山 領 豪

助 手 医 学 士
医 学 博 士 渡 辺 貴 和 雄

助 手 医 学 士
医 学 博 士 森 本 浩 之 輔

―５―



技 能 補 佐 員
（実験助手） 北 島 奈 緒 子
技 能 補 佐 員
（実験助手） 馬 込 美 紀

事 務 補 佐 員 野 川 理 加

ＣＯＥ研究員 齋 藤 麻 理 子

大 学 院 生 小 山 純

大 学 院 生 大 池 貴 行

大 学 院 生 鋤 崎 利 貴

大 学 院 生 與 座 嘉 康

大 学 院 生 陳 蒙

大 学 院 生 加 地 千 春

大 学 院 生 吉 居 廣 朗

大 学 院 生 大 間 敬 太

大 学 院 生 松 本 奈 月

診 療 科
（ 熱 研 内 科 ）

科長（命）教授 医 学 士
医 学 博 士 有 吉 紅 也

副科長（命）助教授 医 学 士
医 学 博 士 大 石 和 徳

講 師 医 学 士
医 学 博 士 渡 � 浩

助 手 医 学 士 吉 嶺 裕 之

助 手 医 学 士
医 学 博 士 土 橋 佳 代

医 員 本 田 章 子

医 員 黒 木 麗 喜

医 員 倉 本 剛 史

医 員 水 谷 玲 子

エ イ ズ 感 染 防 御 客 員 教 授 医 学 士
医 学 博 士 山 本 直 樹

客 員 助 教 授 理 学 博 士 佐 藤 裕 徳

助 手 農 学 士
医 学 博 士 久 保 嘉 直

技 能 補 佐 員
（実験助手） 冨 永 知 可

生 物 環 境 分 野
（ 病 害 動 物 学 ）

教 授 農 学 士
医 学 博 士 高 木 正 洋

講 師 農 学 士
農 学 博 士 川 田 均

助 手 農 学 士
農 学 博 士 都 野 展 子

ＣＯＥ研究員 砂 原 俊 彦

事 務 補 佐 員 上 野 俊 子
技 能 補 佐 員
（研究支援推進員） 島 袋 梢
技 能 補 佐 員
（実験助手） 鶴 川 千 秋

事 務 補 佐 員 酒 本 淳 子

大 学 院 生 長 谷 川 麻 衣 子

―６―



大 学 院 生 トゥラン・ブ・フォン

大 学 院 生 前 川 芳 秀

ＪＩＣＡ研修員 イサック・ムワンギ・ケマニ

社 会 環 境 分 野 教 授 医 学 博 士 溝 田 勉

助 手 理 学 士
理 学 修 士 谷 村 晋

研究支援推進員 池 田 知 美
技 能 補 佐 員
（実験助手） 今 岡 奈 津 子

大 学 院 生 鈴 木 千 鶴 子

大 学 院 生 秦 亮

大 学 院 生 依 田 健 志

ＪＩＣＡ研修員 フ ラ テ イ ン

疾 病 生 態 分 野
（ 疫 学 ）

教 授 医 学 士
医 学 博 士 平 山 謙 二

助 教 授 工 学 士
医 学 博 士 大 渡 伸

助 手 農 学 士
医 学 博 士 菊 池 三 穂 子

ＣＯＥ研究員 石 井 一 成

ＣＯＥ研究員 奥 田 尚 子
技 能 補 佐 員
（実験助手） 早 嶋 順 子

大 学 院 生 ドゥッダウ ソンタムワット

大 学 院 生 高 木 明 子

大 学 院 生 エクラス ハメド アブデル ハーフィズ アブドウ

大 学 院 生 グエン ティフォン ラン

大 学 院 生 山 崎 朗 子

ＪＩＣＡ研修員 ソウ ウット モン

熱帯性病原体感染動物
実 験 施 設

施設長（命）教授 医 学 士
医 学 博 士 神 原 廣 二

助 手 農 学 士
医 科 学 修 士 柳 哲 雄

技 能 補 佐 員
（実験助手） 川 嶋 順 子

熱帯感染症研究センター センター長（命）教授 医 学 士
医 学 博 士 嶋 田 雅 曉

教 授 保 健 学 博 士 門 司 和 彦
教 授
（ 有 期 ）

理 学 士
理 学 博 士 皆 川 昇

教 授
（ 有 期 ）

医 学 士
医 学 博 士 金 子 聰

助 教 授 保 健 学 修 士
医 学 博 士 本 田 純 久

講 師
（ 有 期 ） 工 学 士 竹 中 伸 一

助 手 体 育 学 士
医 学 博 士 金 田 英 子

技 能 補 佐 員
（研究支援推進員） 崎 谷 恭 子

―７―



技 能 補 佐 員
（研究支援推進員） 荒 木 一 生
技 能 補 佐 員
（実験助手） 須 田 清 美

事 務 補 佐 員 駒 澤 暁 子

大 学 院 生 木 須 友 子

大 学 院 生 浜 田 芳 樹

大 学 院 生 大 野 晃 生

大 学 院 生 中 尾 優 子

大 学 院 生 中 村 禎 子

大 学 院 生 蔡 国 喜

大 学 院 生 阿 部 朋 子

大 学 院 生 中 尾 理 恵 子

大 学 院 生 マガフ ムガイワ ダマス

大 学 院 生 駒 沢 大 佐

大 学 院 生 野 村 亜 由 美

研 究 生 錦 織 信 幸

共 同 研 究 室 室長（命）教授 医学士・医学博士 平 山 謙 二

助 手 （ 命 ） 一 ノ 瀬 昭 豊
技 能 補 佐 員
（研究支援推進員） 堀 江 仁 美

非 常 勤 講 師 大 分 大 学 ・ 教 授 医 学 士
医 学 博 士 牧 野 芳 大

埼玉医科大学・講師 獣 医 学 修 士
医 学 博 士 名 和 優

琉 球 大 学 ・ 教 授 医 学 士
医 学 博 士 森 直 樹

大阪大学微生物病研究所・教授 医 学 士
医 学 博 士 本 田 武 司

国立感染症研究所・副所長 医 学 士
医 学 博 士 渡 邉 治 雄

京都大学大学院医学研究科・教授 医 学 士
医 学 博 士 光 山 正 雄

長崎大学医歯薬学総合研究科・教授 医 学 士
医 学 博 士 河 野 茂

おおり医院・院長 医 学 士
医 学 博 士 大 利 昌 久

三和中央病院・部長 医 学 士
医 学 博 士 坂 本 信

長崎大学医歯薬学総合研究科・教授 医 学 士
医 学 博 士 由 井 克 之
医 学 士
医 学 博 士 藤 巻 康 教

清原龍内科・院長 医 学 士
医 学 博 士 清 原 龍 夫

�エフェクター細胞研究所・所長 理 学 博 士
医 学 博 士 金 ケ 崎 士 朗

同上・研究員 兼 東大 特任助手 医 学 士
医 学 博 士 山 内 明

大阪大学微生物病研究所・教授 医 学 士
医 学 博 士 塩 田 達 雄

藤田保健衛生大学・助手 理 学 士
医 学 博 士 守 口 匡 子

国立感染症研究所・室長 農 学 士
農 学 博 士 津 田 良 夫

―８―



国立感染症研究所・室長 農 学 士
農 学 博 士 澤 邉 京 子

楽 得 病 院 ・ 部 長 医 学 士
医 学 博 士 楽 得 康 之

長崎大学生産科学研究科・教授 医 学 士
工 学 博 士 後 藤 惠 之 輔

東京医科歯科大学難治疾患研究所・教授 医 学 士
医 学 博 士 木 村 彰 方

琉球大学遺伝子実験センター・助教授 医 学 博 士 新 川 武

国立国際医療センター研究所・教授 医 学 士
医 学 博 士 狩 野 繁 之

群馬大学大学院・助教授 保 健 学 修 士
医 学 博 士 中 澤 港

筑波大学医学部・教授 医 学 士
医 学 博 士 我 妻 ゆ き 子

京都大学生態学研究センター・助教授 理 学 士
理 学 博 士 山 内 淳

長崎県西彼保健所・所長 医 学 士
医 学 博 士 一 瀬 休 生

外務省経済協力局開発計画課・課長補佐 医 学 士
医 学 博 士 山 本 太 郎
農 学 士
医 学 博 士 鈴 木 博

結核予防会結核研究所・主任研究員 医 学 士
医 学 博 士 野 内 英 樹

チュービンゲン大学医学部 医 学 士 西 浦 博

英国ケンブリッジ大学・教授 理 学 士
理 学 博 士 CGN Mas c i e-T a y l o r

事 務 部 事 務 長 事 務 職 員 牧 山 謹 一 郎

総 務 係 長 事 務 職 員 原 田 司

総 務 主 任 事 務 職 員 山 村 直 幹

総 務 係 員 事 務 職 員 野 田 亜 美

総 務 係 員 事 務 職 員 金 井 祐

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 末 永 純 子

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 松 尾 明 日 香

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 竹 之 内 智 子

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 平 野 ま り こ

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 内 田 悦 世

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 赤 木 真 美 子

総 務 係 員 事 務 補 佐 員 清 水 久 美 子

共同利用係長 事 務 職 員 坂 中 保 夫

共同利用主任 事 務 職 員 橋 口 文 子

共同利用係員 事 務 補 佐 員 松 本 由 美 子

―９―



年度別歳出決算額（平成７－平成１６年度）

区 分
年 度 人 件 費 物 件 費 合 計

平 成 ７ 年 円４１４，９７２，１９３ 円５６６，０７６，４９２ 円９８１，０４８，６８５

〃 ８ 年 ４２３，８６３，５６６ ４０６，２２６，０７５ ８３０，０８９，６４１

〃 ９ 年 ４３１，７５６，３５９ ２９４，９６３，４２７ ７２６，７１９，７８６

〃 １０ 年 ４７３，４１４，７８１ ４１２，６８７，７７３ ８８６，１０２，５５４

〃 １１ 年 ４７１，４９８，６１３ ３０７，１０９，２３３ ７７８，６０７，８４６

〃 １２ 年 ４５０，０８８，１５５ ３０７，８０４，５５２ ７５７，８９２，７０７

〃 １３ 年 ４４８，９７５，９３１ ４４３，１８８，３２３ ８９２，１６４，２５４

〃 １４ 年 ４３６，２８７，４９５ ４４６，４３５，３７８ ８８２，７２２，８７３

〃 １５ 年 ４３６，８５６，５１４ ３２９，８００，４４２ ７６６，６５６，９５６

〃 １６ 年 ５６６，０２６，１７３ ３５２，６８７，４７０ ９１８，７１３，６４３

建 物

建 物 名 称 構 造 建面積� 延面積� 所在地 備 考

本 館
鉄筋コンクリート
３階，１部４階建

１，７１０ ６，１３５
坂本１丁目
１２－４

昭３６．３ 建築
〃４２．２ 増築
〃５５．３ 〃
〃６０．８ 〃
平６．３ 〃

熱帯性病原
体集中研究
管 理 棟

鉄筋コンクリート
４ 階 建

３２９ １，３２８ 〃 平１５．３ 建築

熱帯性病原
体感染動物
実 験 施 設

鉄筋コンクリート
３ 階 建

１９０ ４９０ 〃
〃５３．３ 新築
〃６３．３ 増築

薬 品 庫 ブ ロ ッ ク 建 ２０ ２０ 〃 〃４７．３ 新築

保 管 庫 プレハブハウス １３３ １３３ 〃 平１６．３ 改築

計 ２，３８２ ８，１０６

２．３ 経 費

２．４ 敷地と建物

敷 地 長崎市坂本１丁目１２－４ 長崎大学医学部構内 ３，３０５�
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３ 共同利用研究

３．１ 共同研究（◎は研究代表者）

１．日本脳炎ウイルス・デングウイルスのレセプターの同定

（ウイルス結合性糖鎖誘導体によるウイルス感染阻害効果の検討）

長崎大・熱研 ◎森田 公一，長谷部 太，A. Islam，E. G. Mathenge

静岡県立大・薬 鈴木 康夫，左 一八

２．SARSウイルスの診断、予防、治療の研究

長崎大・熱研 ◎森田 公一，井上 真吾，余 福勲

国立感染研・ウイルス１部 森川 茂

３．フラビウイルスRNA合成機構

国立感染研 ◎清水 博之，高崎 智彦

長崎大・熱研 森田 公一，長谷部 太，井上 真吾，Yu Fuxun

大分大・医 牧野 芳大，馬 紹平

４．ヘリコバクター・ピロリの病原性に関する研究

長崎大・熱研 ◎平山 壽哉，和田 昭裕

千葉大・医 野田 公俊，八尋錦之助

岡山大・医 倉園 久生，木村 美幸

九州大・工 新留 琢郎

長崎大・医歯薬 河野 茂

大阪府立大・農 山崎 伸二

５．住血原虫症の宿主適応と疫学

長崎大・熱研 ◎神原 廣二，上村 春樹，中澤 秀介，柳 哲雄

久留米大・医 福間 利英，井上 雅広，原 樹

徳島大・総合科学 大橋 眞

藤田保健衛生大・医 前野 芳正

愛媛大・無細胞センター 坪井 敬文
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６．消化管寄生原虫の疫学

長崎大・熱研 ◎神原 廣二，上村 春樹，中澤 秀介，柳 哲雄

神戸大・医 宇賀 昭二

金沢大・大学院医 井関 基弘，所 正治

奈良女子大・理 吉川 尚男

東海大・医 橘 裕司

大阪市大・大学院医 寺本 勲

琉球大・医 岩永 正明

７．開発途上国における土壌伝播寄生虫の伝播疫学

神戸大・医 ◎宇賀 昭二

長崎大・熱研 青木 克己，藤巻 康教

徳島大・医 太田 房雄

愛知医大 木村 英作

８．ビルハルツ住血吸虫症の病態像：これまで注目されなかった病変

長崎大・熱研 ◎青木 克己，渡部 幹次，藤巻 康教，

嶋田 雅曉，門司 和彦

長崎大・医歯薬 金武 洋，野俣浩一郎，野口 満

鹿児島大・多島研 野田 伸一

一橋大・社 浜本 満

９．新奇GTミスマッチ結合タンパク質の解析

長崎大・熱研 ◎中村三千男

長崎大・医歯薬 伊藤 敬，岡市 協生

１０．重症神経系ウイルス感染症の発症機序の解明と予防法の確立

長崎大・熱研 ◎岩崎 琢也，吾郷 昌信

札幌医科大・医 横田 伸一，岡林 環樹

筑波大・人間総合科学研 竹内 薫，門田 伸一

東京大・医 野本 明男，吉河 智樹

岐阜大・獣医 源 宣之，山田健太郎，武藤 淳二，清水 健太

岡山大・医 荒尾雄二郎，木村 美幸
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九州大・医 柳 雄介，皆川 洋子，竹田 誠，大野 真治，

関 文緒

国立感染研・ウイルス３部 加藤 篤，久保田 耐，板村 繁之

国立感染研・感染病理部 永田 典代

国立感染研・寄生動物部 遠藤 卓郎

東京都神経科学総合研 小池 智

東京都臨床科学総合研 藤田 尚志，米山 光俊

国立・仙台医療センター 西村 秀一

長野赤十字病院 羽田 悟

１１．薬物などによる重症肝障害の臨床病理学的研究

長崎大・熱研 ◎鳥山 寛，千馬 正敬

長崎大・医歯病 濱崎 圭輔

長崎大・保健管理センター 中尾 一彦

１２．微生物感染における自然・獲得免疫機構に関する研究

長崎大・熱研 ◎大石 和徳，平山 壽哉

東京大・医 松島 綱治

京都大・医 河村伊久雄

東邦大・医 松本 哲哉

東北大・加齢医学研 菊地 利明

１３．C×CR４標的化遺伝子治療用レトロウイルスベクターの開発

長崎大・熱研 ◎久保 嘉直

理化学研 天沼 宏

１４．蚊媒介性感染症の分布域拡大はあるか

国立感染研 ◎津田 良夫，澤辺 京子

長崎大・熱研 高木 正洋，川田 均，都野 展子

琉球大・医 當間 孝子

１５．現場を想定した疾病媒介蚊防除技術、効果判定、モニタリングの再検討

長崎大・熱研 ◎高木 正洋，川田 均，都野 展子
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名古屋女子大・短 杉山 章

国立感染研・昆虫医科学部 津田 良夫

住友化学工業㈱ 庄野 美徳，久保田俊一

１６．開発途上国における保健・医療環境の社会的基盤の研究

長崎大・熱研 ◎溝田 勉，古川 孝明，秦 亮

九州大 信友 浩一

明治大 新美 育文

東北大 上原 鳴夫

早稲田大 和田 仁孝

国立保健医療科学院 長谷川敏彦

長寿科学新興財団 小林 秀資

長崎純心大 鈴木千鶴子

東南大（中国） 夏 芸

東京大 井上まり子

１７．熱帯性疾患の対策・予防と社会環境要因の診断

長崎大・熱研 ◎溝田 勉，谷村 晋

大阪国際大 山本 勇次

神戸大・国際協力センター 川端 眞人

医療法人永敏会楽得内科 楽得 康之

浜松医科大 佐藤 弘明

神戸大・発達科学部 藤田 大輔

国立国際医療センター 狩野 繁之

１８．熱帯病に対するヒト感受性抵抗性遺伝子解析

長崎大・熱研 ◎平山 謙二，中澤 秀介，菊池三穂子

長崎大・医歯薬 河野 茂

国立国際医療センター 狩野 繁之

独協医科大・医 松田 肇，千種 雄一，加藤 尚子，関澤 麻友

国立成育医療センター 中村 秀文

順天堂大・医 奈良 武司

新潟大・医 佐藤 博
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名古屋市立大・医 太田 伸生

愛知医科大・医 木村 英作

滋賀医科大 松井 健志

兵庫医科大・医 中西 憲司

愛媛大・無細胞センター 坪井 敬文

徳島大医・臨床試験センター 楊河 宏章

産業医科大・医 金澤 保

琉球大・遺伝子実験センター 新川 武，竹村 保範

１９．紫外線（UV-B）照射と生体免疫能の関連

長崎大・熱研 ◎大渡 伸，藤巻 康教，熊取 厚志，鳥山 寛，

金田 英子

長崎大・医歯薬 奥村 寛

２０．熱帯病の数学モデルの構築と予防制圧への応用

長崎大・熱研 ◎嶋田 雅曉，門司 和彦，浜田 芳樹

ロンドン大・インペリアルカレッジ 西浦 博

東京大・数理 稲葉 寿

東京大・医 竹内 昌平

国立感染研 大日 康史

群馬大・医 中澤 港

理化学研 増田 直紀

産業技術総合研 加茂 将史

２１．熱帯地での地域プロスペクティブ研究

長崎大・熱研 ◎門司 和彦，金田 英子，嶋田 雅曉，鈴木 博

ケンブリッジ大 後藤 利江

ロンドン大 錦織 信幸

国際下痢症研究所 我妻ゆき子

山形市立病院 駒澤 大佐

昭和大 正木 基文
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２２．アジア・オセアニアの人口・健康・栄養転換の統合的研究

東京医科歯科大 ◎梅崎 昌裕

長崎大・熱研 門司 和彦，嶋田 雅曉，安高 雄治

佐賀大 稲岡 司

東京大 山内 太郎，夏原 和美

新潟医療福祉大 村山 伸子
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３．２ 研究集会

１．生体における酸素の功罪

開催日：平成１６年７月８日～平成１６年７月９日

場 所：長崎大学医学部 ポンペ会館

代表者：炎症細胞機構分野 中村 三千男

発表者：�．「ミトコンドリアにおける酸素」

九州大学大学院 助教授 康 東 天

�．「DNAと酸素」

京都大学大学院 教 授 米井 脩治

�．「活性酸素と疾患」

大阪市立大学 教 授 井上 正康

�．「植物における酸素」

名古屋大学大学院 助教授 吉岡 博文

�．「動物における NOXファミリーの役割」

九州大学 教 授 住本 英樹

２．感染症制圧をめざしたベンチャービジネス

開催日：平成１６年７月８日～平成１６年７月９日

場 所：長崎大学医学部 ポンペ会館

代表者：炎症細胞機構分野 中村 三千男

発表者：�．「あらためて物理的バリアーを考える」

現：応用医学研究所取締役，京都大学名誉教授

桂 義元

�．「独創性とベンチャービジネス」

エフェクター細胞研究所取締役，東京大学名誉教授

金ヶ崎士朗

３．熱帯感染症の病態形成

開催日：平成１６年１２月１７日

場 所：長崎大学熱帯医学研究所 大会議室

代表者：感染症予防治療分野 大石 和徳

発表者：�．「マラリアの病態形成」
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長崎大学熱帯医学研究所 感染細胞修飾機構

神原 廣二

�．「マラリアの病態形成－熱帯熱マラリアの原虫感染赤血球の細胞接着に関

する研究」

国立国際医療センター研究所 適正技術開発移転研究部

狩野 繁之

�．「レコンビナント SERAによるマラリアワクチン開発」

大阪大学微生物病研究所 分子原虫学分野

堀井 俊宏

�．「メフロキンによるマラリア予防内服に関するアンケート調査」

東京大学医科学研究所 感染免疫内科

中村 哲也

�．「血小板減少と PAIgG値が病勢に一致して変動を認めた三日熱マラリアの

三症例」

長崎大学熱帯医学研究所 感染症予防治療

石田 正之

�．「デングウイルス感染症の病態形成」

長崎大学熱帯医学研究所 感染症予防治療

大石 和徳

�．「デングウイルス感染症により誘導される肝細胞アポトーシスの分子生物

学的機序」

琉球大学大学院医学研究科病原生物学分野

森 直樹

４．開発途上国におけるエイズ流行と我が国の対応

開催日：平成１６年８月２６日～平成１６年８月２８日

場 所：長崎大学医学部 ポンペ会館 ほか

代表者：社会環境分野 溝田 勉

発表者：�．「基調講演 開発途上国におけるエイズ流行と我が国の対応」

�AIDS予防財団 島尾 忠男

�．「Mitigation of HIV/AIDS in the workplace:a strategy to deal with HIV/AIDS in Nigeria」

長崎大学熱帯医学研究所 JICA研修員・ナイジェリア

Idowu Dele Araoyinbo
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�．「Measures of Combating against HIV/AIDS in Mainland China」

長崎大学熱帯医学研究所 大学院生

Liang Qin

�．「HIV/AIDS in Fiji」

長崎大学熱帯医学研究所 JICA研修員・フィジー

Mike Nacovunnisaqa

�．「タイ王国におけるエイズ対策の現状と課題」

女子栄養大学大学院 佐久間 充

�．「ザンビア国におけるエイズ流行と ARTの現状ならびに我が国の対応」

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究所

山本 直樹

�．「リプロダクティブ・ヘルスと HIV/AIDS」

国連人口基金・UNFPA 池上 清子

�．「先進国と途上国におけるエイズ診療のギャップ」

長崎大学熱帯医学研究所 大石 和徳

�．「グローバリゼーションと新興感染症」

早稲田大学大学院 西川 潤

�．「Epidemiology and Natural History of HIV/AIDS in USA」

長崎大学熱帯医学研究所 大学院生

依田 健志

	．「AIDS患者の地理的分布とその地域要因に関する検討－ホンジュラス共

和国の事例から」

長崎大学熱帯医学研究所社会環境分野

谷村 晋


．「HIV/AIDSと医療経済」

長崎大学熱帯医学研究所社会環境分野

古川 孝明

�．「日本の HIV/AIDSの現状と課題」

�AIDS予防財団 橋本 幹雄


．「エイズと結核に関するMultidisplinary Field Research－タイ国最北端チェ

ンライ県での国際共同研究の１０年」

結核予防会結核研究所 野内 英樹

�．「JICA技術協力を通じた HIV/AIDS対策の現状とこれから」
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JICA国際協力総合研究所 高橋 央

�．「学校におけるエイズ教育」

文部科学省 岩崎 容子

�．「日本のエイズの現状と対策」

厚生労働省健康局 高岡 志帆

�．「長崎県における HIV/AIDSおよび性感染症の現状と対策」

長崎県福祉保健部 大塚 俊弘

�．サテライト研究会

１．〔一般公開〕山本勇次グループ

（山本・溝田・佐久間・楽得・石崎・依田・秦）

「熱帯性疾患の対策・予防と社会環境要因」

２．〔一般公開〕信友浩一グループ

（信友・新美・和田・夏芸・古川）

「途上国における保健・医療環境の社会的基盤の研究」

３．〔研究班班員のみ〕山本秀樹グループ

（山本・鈴木・高橋・谷村）

「我が国の国際協力を担う国内の人材育成および供給強化並びに

キァリアパス拡充のために医学教育が果たすべき役割の研究」
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４ 研 究 活 動

４．１ マラリア

マラリアはハマダラ蚊が病原体であるマラリア原虫を媒介する蚊媒介性疾患である。視点

を変えると「土着の慢性感染症」と言える。「土着」は自然環境と人々の暮らしぶりを背景

にこの疾患が成立することを意味する。「慢性感染症」の部分は自然の状態で病原体と宿主

の両者がともに生存するために人類とマラリア原虫が折り合いをつけた状態を意味する。幾

度か感染発症を繰り返して防御が成立する。一方，防御が成立してもマラリア原虫はすぐに

は宿主体内から根絶されない上に，発症はしないが新たな感染を繰り返すこともある。人類

は全員がヒトマラリアや一部のサルマラリアに対して感受性を有すると推測される。防御の

成立していない個体は発症して，しばしば重篤な状態に陥ることがある。これらの記述中に，

マラリアの学問上の興味やコントロール上の課題がある。マラリア原虫は宿主内で半数体と

して栄養生殖を繰り返すステージの一部が有生殖世代に分化し，蚊の体内で受精し２倍体と

なり，減数分裂をして再度半数体となって，蚊が吸血した時にこの半数体が宿主に侵入する。

有性，無性生殖に分化する機序，増殖の際に宿主の攻撃を逃れるマラリア原虫の生存戦略が

学問的に興味深い。他方，マラリアコントロールの成功は主にベクターコントロールに負う。

そこで，生物環境分野では新規開発忌避剤メトフルスリンを紙に染まして掛け，蚊に対す

る忌避効果を研究室では An. balabacenssi，野外では数種のハマダラ蚊とアカイエ蚊を用い

て調べた４６３９。ついで，その効果を壁のない建家の中で調べた４６４２。メトフルスリンは常温で気

化し，忌避効果を示す結果が得られた。媒介蚊が吸血源を探し吸血する行動のフィールド研

究はヒトないし動物，トラップに止まったところを観察採集することが合理的である。過大

な労力と時間を要し，時に感染の危険があるため，自動化することが期待されて来た。蚊が

その上方を飛翔通過すると通過した蚊の数をカウントするセンサーを用いて自動記録系を構

築し，CO 2ガスを誘引物質に用いて，熱，明るさ，背景の色に対す反応を実験室で飼育し

ている蚊と野外採集蚊について記録した。自動記録系が蚊の行動の研究に有用であることが

示された４６４０。An. minimus はこれまで Aと Cの sibling speciesが認められていた。別に Eと

暫定的に鑑別されていた sibling speciesについて，rDNAの配列を調べるだけでは Cが地理

的に隔離されて Eとなったという可能性が否定できないので，Eと Cとの異同を交雑試験

や戻し交配時の出生数，性比，染色体の形態，精子の生産率によって確認した４６４３。蚊の数の

変化がマラリア伝播の消長の大きな要素となるか確認するために，２３年間に亘って蓄積され

たハマダラ蚊採集のデータを解析した。主要３種，An. minimus s.l., An. dirus s.l．と An. macu-

＊文中の４桁の上付数字は長崎大学熱帯医学研究所「業績番号」を示す。（参照 p．５７）

―２１―



latus complexについてサンプリングの時期を１９７７－１９８９と１９９０－１９９９の２期にわけ，各期に

対して雨期乾期それぞれの家屋内ヒト囮，家屋外ヒト囮，家畜囮をもちいて蚊の採集数を比

較した。各種において期別，季節別，採集方法によって有意な増加がみとめられた４６３７。

感染細胞修飾機構分野では，薬剤耐性熱帯熱マラリア原虫の研究が行われた。ペルーで患

者から分離後，培養系で樹立した分離株を用いて耐性試験を行い，耐性試験の結果とクロロ

キン耐性遺伝子，多剤耐性遺伝子の検討がなされた４５８２。耐性試験ではクロロキン耐性，キニー

ネ軽度耐性，メフロキン感受性であり，遺伝子の解析によりクロロキン耐性にはクロロキン

耐性遺伝子の関与が明らかであり，クロロキン耐性遺伝子の塩基配列の７２番目から７６番目を

には２種類の配列が認められた。インドネシア，ロンボク島で採取された熱帯熱マラリア原

虫４８例について薬剤体制マーカーを調べた結果，多剤耐性を示唆する点突然変異が１８例，ク

ロロキン耐性を示唆する変異が４７例について認められた。クロロキン耐性を示唆する変異は

パプアニューギニア型が主であった４５８４。抗原性を有する，すなわち，ワクチンの候補となり

うるマラリア原虫が生産するタンパク質はアミノ酸配列が異なる多型を有する。伝播阻止ワ

クチン候補においても同様である。このため，ワクチンとしてどのようなアミノ酸配列を選

択するか重要な課題である。患者から分離される原虫のワクチン候補の抗原がどのタイプか

決定する必要がある。三日熱伝播阻止ワクチンの候補，Pvs２５，Pvs２８に対して遺伝子の迅速

タイピング法を確立した４５８３。さらに，タイ人患者から採取した原虫の SSUrRNA遺伝子の塩

基配列を調べ，猿マラリアの Plasmodium knowlesi がタイでも自然界でヒトに感染すること

を示した４５８５。

疾病生態部門では，中近東・アフリカで罹患しやすい寄生虫症の解説を日本語で行った４６５８。

抗癌効果を発揮する DNAワクチンの効果をマウスメラノーマと B６マウスを用いて確か

めた。免疫系を活性化するメラノーマ細胞の抗原が多数報告されているがその中で TRP-2が

ヒトでもマウスでもエピトープとして T細胞を活性化することが判っている。ところが免

疫トレランスが生じる。そこで，TRP-2をコードする DNAの末端に GFPをコードする DNA

を結合して免疫したところ，TRP-2単独，TRP-2と GFPを結合しないで免疫した場合に比較

して制癌効果が高いことが，in vivoではワクチン投与後にメラノーマ細胞をチャレンジして

そのサイズを比較すること，in vitroではワクチン投与後の脾臓細胞の標的細胞に対する細

胞毒性を比較することによって明らかにした。免疫マウスでは抗 GFP抗体が産生されてい

ること，免疫後に CD４細胞，CD８細胞に対する抗体を投与してこれらの細胞を除去する

と制癌効果も低下することを示した。GFPないし GFP-TRP-2を遺伝子導入した COS-7細胞

にプロテアソームの機能を障害するMG-132を加えて GFPの蓄積を示した。TRP-2を切り離

すユビキチン－プロテアソーム活性が欠失したマウスに B６マウスと同様に免疫をして in

vivo, in vitroの制癌効果が低いこと，B６マウスに比べ転移が多いこと，抗 GFP抗体の産生
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量は B６と代わらないことを示した。以上の結果は CTLエピト－プに別のタンパクを結合

させると制癌効果を高めるとこができることを示している４６５３。

（文責：中澤秀介）

４．２ 住血吸虫症

住血吸虫症はマラリアに次ぐ代表的な熱帯寄生虫病のひとつである。熱帯，温帯に棲息す

る特定の淡水貝（伝播貝，中間宿主）から水中に放出されたセルカリアが経皮的に人体に侵

入して感染が成立するため，安全な水の供給が得られず，川，池，湖などの水を使わざるを

得ない特に熱帯地の途上国農村部住民の風土病として知られる。伝播貝が存在し得る特有の

風土と貧困なインフラストラクチャーが主な原因とされる蠕虫感染症である。推定患者数は

約２億人，感染の危険に曝されているものは５億人にのぼる。

日本住血吸虫症，マンソン住血吸虫症，ビルハルツ住血吸虫症が世界の３種の主要な住血

吸虫症として知られている。日本住血吸虫症とマンソン住血吸虫症は糞便中に虫卵が排泄さ

れ主要な病変は肝硬変，ビルハルツ住血吸虫症は尿中に虫卵が排泄され主要な症状として血

尿が知られており，膀胱癌の原因ともなる。

熱帯医学研究所も基礎研究から対策研究まで幅広い研究を行っている。平成１６年度に発表

された業績の概要を記す。

Watanabeらは日本住血吸虫（症）の動物モデルとしてのミニブタの有用性をはじめて報

告した４５９０。ミニブタは感染５週で糞便に虫卵が検出され，８－２０週で EPGは最高値を示す。

剖検により各内臓器官に虫卵結節が観察された。

住血吸虫感染は Th２の免疫応答を誘導する。Watanabeらはグレーヴス病の発症機序研究

に用いられるマウスモデルに住血吸虫を感染させると Th２が誘導され，マウスの Th１‐type

anti‐TSHR免疫反応が抑制され，グレーヴス病の発症を抑えられることを報告した４５９２。

アジアの研究者から報告された寄生虫の論文の中には，国際誌に発表されなかったために，

世界の注目をあびない論文が多くある。これらの論文を世界に紹介するために，論文の要旨

をまとめた Asian Parasitology（全６巻）が千葉大学の矢野明彦教授により編集・発刊された。

Hirayamaは Vol．５Schistosomiasis in Asiaを編集した４６５９。

また Hirayamaは住血吸虫感染に伴う肝硬変の免疫学的研究のレビューを発表した４６５２。

（文責：青木克己）
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４．３ フィラリア症

フィラリア症はリンパ系に寄生するバンクロフト糸状虫とマレー糸状虫の感染によってお

こる重篤な疾患である。主として開発途上国に流行し（７６ヶ国），感染者の数は８千万人，

感染の危険にさらされている人は７億人と推定されている。近年WHOにより集団治療によ

る撲滅対策（Elimination of Filariasis）が世界各地で推奨され，実施されているので，近い将

来，フィラリア症は公衆衛生上の問題はなくなると期待されている。

しかし，発症機序の解明，抗成虫薬の開発など未解決の研究課題は多い。

熱帯医学研究所は主として疫学と対策につながる基礎研究と応用研究を行っている。

平成１６年度に発表された業績の概要を記す。Kawadaらはバンクロフト糸状虫の媒介蚊

Culex quinquefasciatus と Culex pipieus pallens に対する pyrethroid系の合成殺虫剤 metofluthrin

のすぐれた殺虫効果を報告した４６４１。metofluthrinは常温で気化し効力を発揮するので実用性

が高く，他の pyrethroid系の殺虫剤より LD５０が低い。

Fujimakiらはスナネズミを用いて Diethylcarbamazine（DEC）が抗 Brugia pahangi 成虫作用

を有すことを明らかにした４５８９。DECの殺成虫効果は投与後８週以後にあらわれる。これま

で DECの抗成虫効果が動物実験で明らかにされなかった理由は，用いた DECの効果測定法

が適切でなかったためであろう。

アジアの研究者から報告された寄生虫の論文の中には，国際誌に発表されなかったために

世界の注目をあびていない論文が多くある。これらの論文を世界に紹介するために，論文の

要旨をまとめた Asian Parasitology（全６巻）が千葉大学の矢野明彦教授により編集・発刊さ

れた。Aokiらは Vol．３Filariasis in Asia and Western Pacific Islandsの Basic studies on Filaria and

Filariasisのレビューを担当した４５９１。 （文責：青木克己）

４．４ トリパノソーマ症

血液・組織寄生鞭毛虫のトリパノソーマ科（Family Trypanosomatidae）原虫は，トリパノ

ソーマ属（Genus Trypanosoma）とリーシュマニア属（Genus Leishmania）に分類され，アメ

リカトリパノソーマ症（シャーガス病），アフリカトリパノソーマ症（睡眠病），リーシュマ

ニア症の病原体である。

シャーガス病は，メキシコからチリ，アルゼンチンまで，広くアメリカ大陸に分布し，地

域によって病態や原虫種に違いがあることが報告されており，心筋障害や消化管自律神経叢

障害による合併症など多様な病態を示す４６５６。従来から九州大学と熱帯医学研究所のグループ
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では，病原原虫 Trypanosoma cruzi の多様性解析を行っているが，今回さらにサンプル数を

１４６と増やしたアイソザイム解析について報告している４６５１。１８領域を解析して系統樹を作成

し，全体として４４の異なる原虫株が認められることを示した。それらは単離された地域を基

準に大きく二つのグループ（T. cruzi�と T. cruzi�）に分類出来ること，後者はさらにサブグ

ループに分類出来るという従来の主張を指示する結果であった。また，ボリビア，グアテマ

ラの小さい村で両方のグループの原虫を検出しており，T. cruzi では遺伝子交換が非常にま

れであることを示唆していると述べている。

疾病生態分野平山謙二教授は，寄生虫病の現状を紹介するシリーズの一つとして，中南米

に分布するシャーガス病について解説している４６５６。その中で，自らのこの寄生虫病との出会

いとコントロール活動の経験を交えて，病原体であるクルーズトリパノソーマへの感染から

慢性期における心臓や消化管への障害の概説，有効な治療薬の無い現状，WHOと各国政府

による対策の現状と問題点を説明し，感染の実態の把握，病態の観察，媒介昆虫の生態を含

めた理解，病気に対する住民の意識と行動，治療と予防の方法，公衆衛生からのアプローチ，

国家の政策における位置づけ，国際協力の必要性，そしてこれらの包括的対策の必要性を強

調している。

リーシュマニア症には，感染が自然治癒して免疫を獲得する皮膚リーシュマニア症と，免

疫が防御に働かないで致死的となる内蔵リーシュマニア症があり，病原原虫 Leishmana major

に対するマウスの系統による Th１または Th２応答の違いは免疫学的に重要な実験系となっ

ている。外来抗原は抗原提示細胞（APC）のエンドソーム／リソソームで処理されてMHC

クラス II分子上に示され，CD４＋ T細胞を活性化する。リーシュマニア抗原の処理には幾つ

かのプロテアーゼの関与が推測されるが，カテプシン Lの関与をその特異的な阻害剤 CLIK

１４８を用いた実験で示した４６５４。さらに L. major を感染させたマウスを CLIK１４８で処理すると，

感受性の BALB/cマウスでも，本来 Th１タイプの応答をして非感受性の DBA／２マウスで

も，Th２タイプの応答が誘起されて感染が増悪することが認められ，Th１，Th２応答にエン

ドソーム／リソソームのカテプシン Lが関わっていることを明らかにした。

トランスシアリダーゼ（TS）は，トリパノソーマ原虫に特徴的に酵素であり，薬剤開発

の標的として感染細胞修飾機構分野で研究を行っている。シャーガス病の病原原虫 Trypano-

soma cruzi において，原虫は宿主細胞に侵入しなくては増殖することが出来ない。TSは宿

主由来のシアル酸を原虫表面に転移させ，原虫はシアル酸を介して細胞に接着して侵入する。

今回，ブラジルの研究グループとの共同研究で，TSと宿主細胞の結合について報告してい

る４６７６。T. cruzi に感染したマウスの心筋を TS特異的な抗体で染めると，感染細胞と周辺の非

感染細胞が反応することが認められた。さらに，非感染マウスの心筋組織に TSが結合する

ことを示し，TSが T. cruzi の細胞侵入に際して直接に宿主細胞との接着に働いている可能性，
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様々の細胞の状況を変化させて侵入を容易にするように働いている可能性，さらにその宿主

細胞の変化が病態と関連している可能性について考察している。

また，アフリカトリパノソーマの病原体 Trypanosoma brucei におけるトランスシアリダー

ゼ（TS）の役割について，阪大微研グループとの共同研究の報告４６７５がある。阪大微研グルー

プは，精力的にトリパノソーマ原虫の GPIアンカー蛋白質の役割を研究している。その過

程で GPIアンカー蛋白質が出来ない変異体を作成して，それが媒介昆虫ツェツェバエの中

腸内での生存に影響を与えることを見つけた。表面蛋白質のプロサイクリン，トランスシア

リダーゼを含む多くの蛋白質が，GPIアンカーを介して原虫表面に結合しているが，特に TS

活性の検出出来ない変異体では，ほとんど生存が出来ないことがわかった。この変異体に TS

を分泌させて発現出来るように遺伝子導入を行うと生存率が改善した。これは，TSの働き

で原虫表面にシアル酸を取りこむことが T. brucei のツェツェバエの中での生存に必須であ

ることを意味している。 （文責：上村春樹）

４．５ 寄生蠕虫症－腸管寄生原虫症

腸管内寄生虫（蠕虫，原虫を含む）は発展途上国においては非常に高率に認められる。一

部のものを除いてヒトへの適応が進んでおり，急性な病気を引き起こすものは稀である。こ

のうち糞線虫は自然界における自由生活と，ヒトへの寄生生活を行うユニークな寄生虫であ

る。経皮的に感染し一度感染を受けると，長期にわたる寄生を続けるため，感染者の免疫能

が低下した場合に重症化してさまざまな障害をもたらす。このためこの寄生虫症の鋭敏で確

実な診断は重要な課題である。タイ北東部において寒天平板培養法と ELISA法の有効性が

検討され，従来の糞便の顕微鏡検査に比し，非常に鋭敏であることが示された。ELISA法

はより高い陽性率を示すが，その時寒天平板培養法で感染の確かめられた症例にも陰性を示

すものが認められるため，著者らは糞線虫感染の診断のために寒天平板培養法の導入を勧め

ている４５８６。一方ペルーにおいてはネズミ糞線虫から抽出した抗原を用いて，血清学的診断法

として ELISA法とゲラチン粒子間接凝集反応法を，異なる症状の糞線虫症患者に適用して，

それらの有効性を評価している４５８１。無症候性および消化器症状のある虫卵陽性者に対しては，

どちらの反応も高い陽性率を示し，その有効性が支持されたが，ゲラチン法がより鋭敏であっ

た。全身症状を示す高濃度感染者（すべてが HTLV-1感染者であった）においてもゲラチン

法は高い陽性率を示すが，ELISA法では HTLV-１感染者で大部分が陰性となった。血清反

応としてはゲラチン粒子間接凝集法がすぐれている。さて寄生虫感染はヒト側の免疫反応を

Th 2優位に導く。結果的に他のアレルギー反応の抑制あるいは亢進に関連すること，感染抑
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制に Th 1タイプ免疫の重要な感染症を悪化させることなどが想定されている。この線にそっ

て北西エチオピアにおいて結核患者における血清 IgEレベルの変動が，寄生虫感染，HIV感

染に関連づけて調査された４５８７。その結果寄生虫と HIVの両者の同時感染のある結核患者で

は，その一方あるいはどちらの感染もない者に比し有意に高い IgEレベルが示された。また

抗結核療法は，HIV陰性の結核患者の IgEレベルを有意に減少させた。一方ベトナムの田舎

および都市近郊の学童におけるアレルギー罹患状況を，質問表調査により医師によるアレル

ギーの指摘があるかどうかで判断し，アレルギー保有が彼らの栄養摂取状況および腸管寄生

虫罹患状況と関連性があるかどうかが追求された４５８８。しかしながら栄養状態，食事，寄生虫

感染のアレルギーへの関与は検出できなかった。ただリボフラビン摂取量の少ない学童がア

レルギー罹患の可能性が高いことが指摘されている。他にインド旅行からの帰国者で，抗生

物質の投与が効果を示さなかった下痢症患者に，同時に３種の原虫（クリプトスポリジウム，

ランブル鞭毛虫，ブラストシスチス）の感染を認めた症例報告がある４６３３。その他寄生虫症の

治療に関する解説がある４５９３，４５９５。 （文責：神原�二）

４．６ デング熱および日本脳炎

昆虫やダニなどの節足動物で媒介され脊椎動物に感染するウイルスを総称してアルボウイ

ルス（節足動物媒介性ウイルス）と呼ぶ。アルボウイルス感染症は熱帯地域はもとより世界

各地において発生しており，公衆衛生学的に非常に重要な問題となっている。アルボウイル

スは実に４００種以上にも及び，その中でもデングウイルスはデング出血熱を発生させるため

熱帯地域で最重要の病原性アルボウイルスである。一方，日本脳炎ウイルス感染により熱帯

アジアで毎年数万人の脳炎髄膜炎患者が発生しており世界保健機関（WHO）も重要課題の

１つに掲げている。分子構造解析分野，感染症治療予防分野，生物環境分野ではこれらのウ

イルス感染症の病原性や感染伝播様式をより深く理解し適切な診断法，予防法を開発して疾

病対策に利することを目的とした研究を実施した。

日本脳炎ウイルス，デングウイルスの病原性についてのウイルス側要因を分子レベルで明

らかにするため，両ウイルスの遺伝子の一部を遺伝子工学的手法により入れ換えたキメラウ

イルスを用いた研究がなされた４５３８，４５５７。その結果，デングウイルスと日本脳炎ウイルスの PrM

－E蛋白遺伝子が病原性や感染性において重要な役割を有することが示された。また，デン

グ４型ウイルス PrM－E蛋白質を日本脳炎ウイルスの同部位と入れ換えたキメラウイルスは

マウスの脳内に接種した場合に日本脳炎よりはるかに病原性は弱いもののデング４型ウイル

スが本来持っていない神経毒性を有することが明らかになった。
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デングウイルス感染の重症化におけるホスト側の要因の研究も実施された４６０９，４６３２。 その

結果，急性デングウイルス２次感染において発生したデング出血熱においては血小板に結合

している IgMと IgGの量が患者の重症度と相関していることが明らかにされ，デング重症

化の１つの原因としての可能性が示唆された。そのほか，デング感染における詳細な臨床症

状や治療法における検討も実施された４５３３，４５５４，４５６４。

デングウイルスの分子疫学的調査も実施した４５６７。フィリピン国において１９９５年から２００２年

までに分離されたデング２型ウイルスの遺伝子を比較した結果，１９９６年以前にはフィリピン

固有種の Asian２型が流行していたが１９９７年以降に外部から侵入した Cosmopolitan型に置き

換わり，２００１年以降この型が主流になったことが発見され，デングウイルスがアジア地域を

ダイナミックに移動していることが明らかとなった。

デングウイルス診断技術の開発も実施された４５６３，４５６８。新たなウイルス遺伝子増幅技術であ

る RT－LAMP法を用いた診断技術によりデングウイルスの患者血清からの検出が１時間以

内で可能となりまた同時に起因ウイルスの血清型の判定も同時に可能となった４５６３。また血清

診断法として患者血清からのデング特異的 IgA抗体の検出は特異的 IgMの検出と同様に有

用であることがしめされ４５６８，唾液中に分泌される IgAを利用したデング抗体検査の可能性

が示唆された。

デングウイルスの媒介蚊の防除を目的として開発した携帯用の装置（殺虫剤をしみこませ

た多層紙）によるヒトスジシマカの防除効果を検討した４６３８。新開発の殺虫剤である metoflu-

thrinをしみ込ませた装置では６週以上にわたり８０％以上の防除効果が確認された。特に６

週までは９４．７％－１００％の高い防除効果を示した。一方，transfluthrinをしみ込ませた装置に

おいては５週以降に効果の減弱が見られた。この結果，新開発の殺虫剤をつかった携帯用媒

介蚊防除装置はデング感染症の予防方法として有効である可能性が示唆された。

（文責：森田公一）

４．７ コレラに代表される細菌性下痢症

コレラ菌（Vibrio cholerae O１）は重篤な下痢症の原因となる。病原因子機能解析分野は

１９９５年，２０００年，２００２年にベトナムにおいて分離された Vibrio cholerae O１の薬剤感受性を

しらべるとともに薬剤耐性遺伝子の検出を行った４５７６。その結果，１９９５年分離株においては

streptomycin耐性に関与する aadA１をコードする Class I integronを有していた。２０００年の分

離株では Class I integronの代わりに SXT constinを持っていたが，２００２年の分離株ではいず

れも streptomycin感受性であった。一方，琉球大学との共同研究により１９９３年から２０００年に
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おけるラオスでの Vibrio cholerae O１の薬剤感受性をしらべた。１９９７年以前に分離された

streptomycin耐性菌２６株中２４株に Class I integronが検出されたがその後に分離された２４株で

は SXT constinが認められ streptomycin以外（chloramphenicol, Tetracyclineおよび sulfamethoza-

zole）にも耐性を示していた４５７７。 （文責：平山壽哉）

４．８ 呼吸器感染症

呼吸器感染症はウイルス，細菌，マイコプラズマ，結核，真菌，原虫，寄生虫などの様々

な病原微生物によって発症し，急性上気道炎，急性気管支炎，肺炎，肺化膿症，膿胸などの

病型がある。感染症予防治療分野では呼吸器感染症の臨床と発症メカニズムなどの研究を通

してその制圧をめざしている。

肺炎球菌は肺炎，中耳炎，髄膜炎など様々な感染症を引き起こす病原性の高い細菌である

が，本菌の病原性，および予防としてのワクチンについて概説した４６１４，４６１５，４６１６，４６３１。また，適切

な抗菌薬使用のために日本呼吸器学会が作成した市中肺炎に対するガイドラインの評価につ

いて報告し４６１２，呼吸器感染症における抗菌薬の適切な使い方を示した４６２０，４６２１。

現在臨床の現場では耐性菌による難治性呼吸器感染症は大きな問題となっているが，難治

化の一因としてバイオフィルムがあげられる。原著として，インフルエンザ菌もバイオフィ

ルムを形成する能力を有しており，N-acetylneuraminic acidがバイオフィルム形成に重要な

役割をはたしていることを報告した４６０６。また院内感染症の原因菌として問題となっているメ

チシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）の病原性と対策について概説し４６２５，感染経路の一因

として環境由来のMRSAが医療従事者を介して伝播している可能性があることを示した４６１１。

高齢者の感染症も時に治療に難渋するが，高齢者感染症の病原体やその感染対策についても

概説した４６２６，４６２７。

２００３年は新興感染症である SARSが世界的に大流行した。当科は中国の SARS流行時に中

国のWHOに２名の医師を短期専門家として派遣し，インフェクションコントロールの仕事

にあたったが，その際の経験をふまえ，SARSの臨床像について概説した４６２８，４６２９，４６３０。

海外との共同研究としてはタイ北部地域の HIV陽性患者に合併した市中呼吸器感染症の

実態を報告した４６２２，４６２４。

呼吸器感染症の症例報告として寄生虫であるアニサキスが胸膜炎を起こした稀な症例を報

告した４６１３。 （文責：渡邊 浩）
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４．９ その他世界的に問題になっている感染症～エイズを含む

原著 その１（ウイルス感染）：

SARS

分子構造解析分野（ウイルス）では，SARS coronavirusに感染したが臨床的に SARSに至

らなかった不顕性感染について明らかにするために，感受性と特異度の高い新しい抗体検査

法を開発した。このアッセイを用いて，ベトナムハノイにある French Hospitalにて SARS患

者と接触のあった医療従事者（１４９名）について検査を行ったところ，SARSと診断された

スタッフのほかにも，臨床的に症状を呈さなかったスタッフのなかに頻度は少ないが陽性に

なるものがおり，SARS conoravirusにも不顕性感染が存在することが判明した４５６６。

中枢神経系ウイルス感染

病変発現機序分野（病理）では中枢神経系ウイルス感染の病変発現機序について研究を展

開している。北海道大学獣医学部との共同でヨーロッパからアジアまで広く分布する Tick-

Borne Encephalitis virus（TBEV）の病原性を分子レベルで解析するために，TBEV Oshima株

のクローンウイルスの作成に成功した。このクローンウイルスを用いて TBEVの病原性に

ついて分子レベルで解明した複数の研究成果を発表した４５９８，４６０３，４６０４，４６０５。

また，１９７２年２月，日本脳炎の自然宿主を検索する調査中に，偶然，a horse-shoe batから

見つかった Oita virus２９６／１９７２株について，その病原性と系統樹解析を行い，このウイルス

は，その病原性や形状から狂犬病ウイルスと同じ科（Family）Rhabdoviridae に属するウイ

ルスであることが判明した。また，Nucleoproteinの系統樹解析から，興味あることにこのウ

イルスは哺乳類に感染する報告された他のウイルスとは違った新しいタイプの Rhabdovirus

であることが判明した４６０２。

EBウイルス関連腫瘍

バーキットリンパ腫は，Epstein－Barrウイルス感染が深く関与しているアフリカに多い癌

である。病変発現機序分野（病理）では，バーキットリンパ腫に特徴的な病理所見である“Starry

Sky”パターンがどのような機序で形成されるかについて，より深く解明するために，EBV

の免疫組織化学的および in situ hybidizationを実施した４６００。

HIV・エイズ

感染症予防治療分野（臨床）では，ウガンダ Joint Clinicl Research Centerおよび東京大学

との共同研究で，cDNAマイクロアレイ法により７３１の免疫反応関連遺伝子の発現プロファ
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イルを比較検討し，このうち４０の遺伝子が，エイズ進行速度に何らかの影響を及ぼしている

ことが示唆された４６０８。また，感染症研究センターでは，最新の数理モデル手法を用いて HIV

流行を規定する因子に関する解析結果が報告された４６６２。

原著 その２（細菌感染）：

インフルエンザ菌

インフルエンザ菌 b型（Hib）は，発展途上国における小児の髄膜炎および全身性感染の

起因菌として，最も重要な細菌のひとつである。この細菌に対してワクチンを効果的に用い

るには，菌の発生状況を正確に把握する必要がある。感染症予防治療分野（臨床）では，バ

ングラディッシュの小児髄膜炎患者１４１２名および肺炎患者２４３４名を対象に調査を行った。

１９９３年から２００３年までに４５５株のインフルエンザ桿菌株が分離され，その大多数が Hibであっ

た。さ ら に Ampicillin, Chloramphenicol, Cotrimoxazolに 対 す る 耐 性 菌 が そ れ ぞ れ

３２．５％，２１．５％，４９．２％と高率に見つかった。特に１歳以下の乳幼児の髄膜炎において Hib

は最も重要な起因菌であり，耐性株の広がりが問題であることが判明した４６１０。

ヘリコバクターピロリ菌

胃がんは熱帯地で遭遇する悪性疾患のなかでも最も重要なもののひとつである。ヘリコバ

クターピロリ菌感染と胃炎・胃潰瘍・胃がんとの関連は広く知られているが，ピロリ菌が消

化管において炎症を来たすメカニズムには不明な点が多い。病原因子機能解析分野（細菌）

では，ピロリ菌炎症を来たす機序として最も重要な病原因子のひとつである細胞空胞化致死

毒素 VacA毒素の作用に注目した。VacA毒素は，細胞表面上の分子 RPTPα / RPTPβを介し

て細胞傷害を来たすことがわかっているが，さらに RPTPβの細胞外ドメイン内の“QTTQP”

配列が毒素作用発現に必須であることを示した４５７２。また，お茶・ワインなどに含まれ，その

抗酸化作用（動脈硬化や脳梗塞を防ぐ）や抗癌作用等で近年知られているポリフェノールが

VacA毒素による胃傷害作用に対して抑制的に働くことを示した４５８０。さらに，臨床との関連

では，ギランバレー症候群の亜型であるMiller-Fisher症候群患者の髄液中に，VacA毒素に

対する抗体が高頻度に認められ，VacA毒素と宿主内のイオン輸送タンパクとの相同性があ

ることから，これらの抗体が病態発現になんらかのかかわりがあることが示唆される論文を

発表した４５７４。この他，細菌に対する非特異的宿主防御機構の一躍を担う Defensinに関する

共同研究が行われ複数成果があった４５７０，４５７１，４５７３，４５７８。

下痢症を起こす細菌感染症

エロモナス属菌は成人および小児の下痢症を起こす細菌感染として，比較的近年に注目を
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浴びるようになった。病原因子機能解析分野（細菌）は，エロモナスの病原因子のひとつで

あるヘモリシンの受容体について調べ，腸管由来 intestine４０７細胞に p６６ヘモリシン受容体が

あることを発見したが，さらに質量分析法により同分子が placental alkaline phosphatase

（PLAP）であることを突き止めた。また，この相同タンパクである Intestinal alkaline phosphatase

（IAP）もヘモリシン受容体として作用することを発見した４５７９。

その他：

その他上記に分類されなかった発表論文として，Gravies’ hyperthyroidism４６０７と肝臓病変

の病態生理４５９６，４５９７，４５９９に関するものもある。

総説：

熱帯地で重要となるウイルス性疾患：ウイルス性出血熱４５３５，ウエストナイル

熱４５３７，４５３９，４５４２，５４５，４５５０，４５５２，４５５６，４５５９，４５６０，４５６１，４５６２，４５６５，４５６９，デ ン グ 熱・デ ン グ 出 血 熱４５３４，４５６２，ニ パ ウ イ ル

ス４５３６，４５４０，４５４７，４５４９，４５５３，カリフォルニア脳炎４５４４，セントルイス脳炎４５４１やポリオ，ムンプス，コクサッ

キーウイルス抗原抗体検査データに関して４６１７，４６１８，４６１９，また，ピロリ菌毒素 VacAの分子レベ

ルでの作用機序について４５７５，さらには，バイオセーフティについて４５５８，我が国における輸入

感染症としての熱帯病について４６２３，総説・教科書への執筆がされた。

（文責：有吉紅也）

４．１０ 細胞からのアプローチ

Human immunodeficiency virus（HIV）は成人免疫不全症候群（AIDS）を引き起こすレトロ

ウイルスである。このウイルスは CD４と CCR５，または CD４と CXCR４のセットに結合す

るので，これらの膜蛋白質を発現しているマクロファージや Tリンパ球に感染し，その中

で増殖する。まずウイルスのエンベロップに表出している蛋白質 gp１２０／gp４１がこれらの

セットに結合すると，gp４１の膜融合ペプチド部を宿主細胞膜の脂質二重層に挿入し，ウイル

スのエンベロップと細胞膜を強く結合させて両方の膜融合をすすめる。その後，ウイルス遺

伝子 RNAが細胞内に注入される。ウイルスが同時に２つの細胞に融合したり，ウイルスに

感染した細胞がウイルスのエンベロップ（Env）蛋白質を表出しいわば擬似ウイルスとなっ

て他の細胞に融合すると，宿主細胞がお互いに融合する事態になり，大きな多核細胞（syn-

cytium）ができる。この細胞は死にやすくウイルスの増殖・伝播が悪くなる。gp４１のカルボ

キシル末端（R peptide）には，しかしながらこのような細胞同士の融合を阻害する機構があ
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る４６３６。この膜融合阻害の機構は近似の他のレトロウイルスでも見られる。

一方，宿主細胞側には，これらのウイルスの感染（結合－膜融合－RNA注入－増殖）

の成否を決定づける機構があり，種が違えばウイルスの感染が起こらないのはその極端な例

である。エイズ・感染防御分野では，同種指向性のマウス白血病ウイルスMLVであっても

同種間で感染性に差があり，マウス由来細胞にはよく感染するが同じげっ歯類の仲間である

ラットやハムスター由来細胞には感染しにくいことに着目しその機構を解析した４６３４。ウイル

スの接着には Env蛋白質が細胞側の受容体である陽イオン性アミノ酸トランスポータ CAT

１の第３細胞外ループに結合する事が必須であるが，このループ構造はこれら同種の動物で

少しずつ異なっている。これら同種の第３ループには共通して２本の N－結合糖鎖があるが，

これがラットとハムスターの細胞では接着阻害因子となっている。ラットの Env蛋白質の

第３細胞外ループからアミノ酸３個を除いてマウスの Env蛋白質に近似させた変異蛋白質

を発現させると，感染率が高まりしかも糖鎖があっても感染を阻害しないようになった。し

たがって，MLVの接着を決定する因子として，第３細胞外ループの糖鎖近傍のアミノ酸残

基数が大事であり，これが少ないと糖鎖の有無にかかわらず接着できる事が明らかとなった。

この事は，CAT１を介したウイルスの感染を阻害するには，その第３ループの糖鎖結合部位

近傍にアミノ酸を挿入する必要があることを示している。逆に遺伝子導入にレトロウイルス

を用いる手法を改良する場合には，この正反対のアプローチが有効であろう。

ヒト細胞へマウスレトロウイルスで同種指向性のMoloney murine leukemia virusをベク

ターとして用いて遺伝子導入する場合は，ヒト細胞へも感染できるように工夫し，両種指向

性に変えないといけない。本分野では，この方法としてウイルスの Env蛋白質の N末端近

くに（７９番目アミノ酸の下流）にサイトカイン SDF－１αを挿入した S３Env蛋白質を発現

させ，ヒト細胞のケモカイン受容体 CXCR４へも結合できるようにしたベクターを作製して

きた。この変異ベクターがヒト細胞と融合する際，マウスの CAT１を介した融合と同じ機

構を用いているかを調べる目的で，まず CAT１とはもはや結合できないような変異Asp８４Lysを

Env蛋白質に導入した（S３－D８４K）。CAT１を介した融合には前記 R peptideの機能解除が

必須であり，これには Env蛋白質の８番目のアミノ酸残基ヒスチジンが必須である。ここ

にさらに変異を導入した S３－H８R－D８４Kを発現するベクターを用いて遺伝子導入効率を

調べたところ，殆どゼロになった。ただし接着はちゃんと起こっていた。したがって CXCR

４にウイルスが SDF－１αで接着した後は，CAT１と Env蛋白質結合ドメインで接着した後

の融合のメカニズムを利用していることが明らかになった４６３５。

炎症細胞機構では，殺菌に必須な活性酸素を作る本態である gp９１phoxの遺伝子発現を解析

してきた。好中球や単球ではその発現に転写因子 PU．１が必須であるが，Bリンパ球や樹状

細胞ではこれがあるにもかかわらず gp９１phoxの発現が極めて低い。PU．１やこれの属する Ets

―３３―



ファミリーの蛋白質は，他の転写関連因子と複合体を作っていることが分かってきた。その

機構を解析する過程で，PU．１と結合してその活性を制御する因子 IRF４（Interferon Regulatory

Factor４）の重要性に気づき，IRF４ノックアウトマウスを作製した医学部感染防御講座松

山俊文教授らとの共同研究を推進し，生体防御，特に抗原提示機能をもつ樹状細胞における

IRF４の役割の解析を行った４６０１。樹状細胞は，抗原を提示する細胞であり，マクロファージ

のように貪食作用を持っている。

IRFは細胞外のインターフェロンに反応して細胞内の遺伝子発現を調節する因子であり，

免疫系で重要な役割を果たしている。一方，場所により由来の異なる様々な樹状細胞が存在

している。樹状細胞は大別して従来から知られている２種類の骨髄系の樹状細胞（CD１１bhigh

CD８α－，CD１１blowCD８α+）と Bリンパ球系形質細胞様の樹状細胞（B２２０＋）に分類される。

近年，IRF８が CD１１blowCD８α＋骨髄系樹状細胞と形質細胞様樹状細胞の分化に重要である事

が判明した。鈴木助手らは，IRF－／－と野生型マウスの骨髄細胞を試験管内で分化させる

系を用い，種々の樹状細胞を発生させてその種類を表面マーカーで決定し，また T細胞へ

の抗原提示能を測定してその機能を解析した。その結果，IRF－／－マウス骨髄細胞からは

選択的に CD１１bhighCD８α－が分化して来ず，GM－CSFで分化させた樹状細胞では抗原提示

能も無かった。IRF４－／－ノックアウトマウスの脾臓では，CD１１bhighCD８α－細胞の出現が

殆ど見られず，CD１１bhighCD８α－の中でも特に CD４＋CD８－の表現型樹状細胞が激減してい

た。これらの現象は，他の細胞からの間接的な影響によるものでは無く樹状細胞への分化を

運命づけられた細胞が IRF４の機能を欠いているために起こったものであることも実験的に

確認できた。本研究は，熱研の病変発現機序分野と電顕室，および医学部の医動物学講座や

前述の感染防御講座などとの共同で行われた。この発見は，米国アカデミー雑誌（Proc Natl

Acad Sic, USA）でのトピック論文として見出しに掲載され，注目された。

（文責：中村三千男）

４．１１ 社会および人間からのアプローチ

熱帯感染症が猛威をふるう地域では，簡単な予防や治療で救える命が多く失われ続けてい

る。これは，熱帯医学の知識や技術が地域医療に反映されていないためであると考えられる。

そのため，熱帯医学の生物医学的研究または臨床医学的研究による知見を積み重ねることは

もちろん重要であるが，その一方で，それらが実際に住民の健康につながるための方策を開

発するアプローチが必要になる。熱帯医学の知見がどうすれば，住民の健康につながるのか

を検討するには，多角的な検討が必要である。特に，人間とそれを取り囲む社会的環境を出
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発点とした検討は，住民の行動変容や意識改革につながり、熱帯感染症の予防や受療動向の

改善に効果があると期待される。

本項では熱帯医学研究所における社会および人間からのアプローチについて概観する。本

年度に実施されたこのアプローチには，保健医療行政に関わるもの，緊急援助を含めて国際

医療協力に関わるもの，その他がある。

保健医療行政の改善に関する研究は，社会的アプローチとして重要である。本年度も保健

医療計画４６４４，４６４５，４６４６や保健医療システム４６４８の検討がなされた。４６４４は地域分析のための汎用的な

新しい視覚化手法を考案し，それを実行するためのコンピュータプログラムを開発してい

る。４６４５は人的医療資源配分問題における偏りの分析手法において，従来の方法の問題点であ

る指標精度のばらつきを調整した新しい方法を提案している。保健医療行政関係者は保健医

療情報の配信をつねに意識すべきであり，４６４６はWebGISを通じた保健医療情報の配信につい

て技術的な総括を行い，情報共有，リアルタイム配信，疾病流行動向の可視化，アウトブレ

イク発生時の自動早期警告システムの開発などを提言している。４６４４は SARS問題で露呈した

中国政府の保健システムにおける問題点を整理している。さらに，感染症対策で重要な役割

を果たすと考えられている地理情報システムついて，それはどのように役に立つものである

のかを４６４７は示している。

国際協力は人間の安全保障を実現するための重要な手段である。保健医療分野の国際協力

には，さまざまな問題が山積している。世界の国際保健医療協力活動における現状分析

は，４６７１，４６７３，４６７４，４６６７に見ることができる。世界の援助協力の潮流の中で日本はどのような役割

を担っていけばよいのかが考察された４６６７，４６７１，４６７３。４６６７は，国際協力を取り巻く現状を分析しな

がら，日本の国際協力プロジェクトを各国の国別援助計画に則して連携・戦略化する必要性

を説いている。さらに，４６６８，４６６９，４６７２は国際医療協力活動に従事することの意義に対する考察を

行っている。

国際保健医療協力の１つに緊急援助がある。スマトラ地震津波の被災地において感染症対

策プロジェクトが立ち上げられた４６７０，４６７５，４６７６，４６７７。４６７０は，大津波災害の後に発生する可能性が

ある感染症を整理し，４６７５では迅速かつ大規模な対策により感染症流行のリスクは下げられた

が，一方で衛生施設における問題を指摘している。４６７６では災害予防の重要性を説き，４６７７では

過去の災害を含む災害地における感染症対策について総合的な考察を行い，具体的な対策に

ついて詳解した。
４６５０はタイ・ミャンマー国境付近における抗マラリア薬の効果を検討し，三日熱マラリアに

対してはクロロキン，アルテスネートは感受性が高く，メフロキンに関しては抵抗性があっ

たことを報告している。

日本は戦後に著しい復興を遂げた。４６６１は出生時の身長・体重・頭囲・胸囲における長期的
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な変化を１９６２年から１９８８年まで観察し，社会経済的な環境改善が出生前の成長に影響を与え

ていること示唆した。

臨床研究における倫理問題は世界的に注目されており，世界各地で倫理問題を検討する組

織が活発な活動を続けている。４６５５はアジア太平洋地域の医学研究における倫理審査機能の強

化を目的とした FERCAPを紹介している。 （文責：谷村 晋）
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５ 特別事業費による事業

５．１ 熱帯医学研修課程

熱帯医学研修課程は，研究所のミッションのひとつである教育・研修プログラムの中で，

「専門家の育成」として位置付けられている。文部省（当時）により昭和５３年度（１９７８）に

本研究所に設けられた，現在我が国唯一の熱帯医学に関する専門的な研修課程である。毎年

６月から８月の３ヶ月間行われる。定員は従来１０名であったが，応募者数の増加と東大医科

研の同種コースの閉鎖に伴い，平成１２年から定員１５名となった。

研修課程の目的は，熱帯医学に関する基本的かつ系統的な知識や技術を伝え，熱帯医学領

域の理解を助け，この領域への参入を支援することにあり，その対象者としては，現在の専

門に熱帯医学の理解が重要と考える研究者，あるいは熱帯医学領域の活動を志す者，また国

内における活動に熱帯医学の知識と技能を必要とする者など，広範な人材を想定している。

運営は，所外関連領域機関長および専門家１４名に委嘱して構成されている熱帯医学研修課

程運営委員会の指導の元に，実質的には所内の教務委員会が司っている。

平成１６年度（第２７回）熱帯医学研修課程は，平成１６年６月１日から８月３１日までの３ヶ月

間にわたり定員１５名で実施した。

運営委員会は，研修課程終了時の平成１５年８月２８日に本研究所において，研修生との交換

会も兼ねて開催した。運営委員の出席は５名であった。

本年度は，運営委員会が歴史的な大型台風で中止となったため，運営委員が研修生と意見

交換する機会がなく，外部からの評価は得られず，所内の教務委員会の意見を基に教授会が

実施報告書を作成した。（本解説はその実施報告書に基づいている。）

１．応募者について（図１，２）

本年度応募者は，定員１５名に対し２９名であった。競争倍率はここ数年，２倍程度で推移し

ている。

２．研修生について

本年度の選考にも，海外経験のある者何点，ない者何点，終了後具体的な計画がある者何

点，ないもの何点などと採点し，総合得点の高いものを選考するという「点数制」を取り入

れたが，点数制といえども配点が恣意的であるため，その意義や公正さは不明である。選考

方法の再検討に迫られている。

政府組織からの応募は本年度も検疫所から１名，自衛隊から１名あった。検討の結果，こ
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れらの応募に対して本年度は無条件で受け入れることにした。従って，実質的に選考されて

入学した者は１３名である。

研修生の構成が，実践家指向の者が中心となる最近の傾向に変化はない。

３．カリキュラムについて

従来の方法を踏襲した。しかし，研修生の構成の変化に伴いカリキュラムの見直しが迫ら

れている。

図１ 応募者内訳（男女別）

図２ 研修生内訳（専門別）

―３８―



４．研修生による評価

平成１６年８月３０日の総合討論会の出席者１３名に，支払った受講料に対して研修課程の内容

が適切かどうか質問した。

受講して得をしたと思う １０人

適当と思う ２人

損をしたと思う １人

重要と思われるその他の意見を羅列する。

１）個人的なケアが不足している。個人面談が欲しい。

２）資料やハンドアウトの紙媒体での配布は時代遅れ。すべて電子化すべきだ。

３）研究するために来たわけではない。講師は総じて教育に熱心でない。

４）自分の仕事に関係ないものもある。講義実習を選択制にして欲しい。

５）外来講師による講義の多くは熱帯医学とは関係がない。

６）研修課程のポリシー（どのような商品をどの程度の品質で排出するのか）が不

明確である。

７）入門編と考えれば，研修の中味は確かに幅広く，意味もある。

８）選抜された研修生の興味があまりにも多様である。これには対処できないので

はないか？

５．運営委員会

すでに記したように，研修課程終了時の平成１６年８月３０日，本研究所において開催する予

定であったが，大型台風に襲われ中止となった。

６．次年度以降の検討課題と方針

次年度以降の研修課程においては下記の件を検討する必要がある。

１）対象者と目的の明確化

２）選抜方法の再検討

３）カリキュラムの全面的改善

（文責：嶋田雅曉）
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６ 文部科学省科学研究費補助金等による研究

６．１ 文部科学省科学研究費補助金（平成１６年度採択分）

研究種目 研究代表者職・氏名 金額（千円） 研 究 課 題 備 考

特定領域研究
� 教 授・平 山 壽 哉 ７，５００ ヘリコバクター・ピロリ VacA毒

素の毒性発現機序
１６年～１７年度
継続

特定領域研究
� 教 授・平 山 謙 二 ６，４００ デング出血熱の感受性遺伝子の解

明
１６年～１７年度
継続

特定領域研究
� 教 授・森 田 公 一 ３，５００ 西ナイルウイルスのワクチン開発 １６年～１７年度

継続

基盤研究�
海 外� 教 授・高 木 正 洋

７，７００
間接
２，３１０

東南アジアにおける蚊媒介性感染
症の流行を左右する環境の定量的
評価

１４年～１７年度
継続

基盤研究�
海 外� 助教授・鳥 山 寛 ３，１００ 熱帯アフリカと東南アジアにおけ

る悪性腫瘍の分子病理学的研究
１３年～１６年度
継続

基盤研究�
海 外� 講 師・上 村 春 樹 ２，０００

熱帯熱マラリア原虫の薬剤耐性遺
伝子の変異多型と薬剤感受性
地域性と時間的推移

１４年～１６年度
継続

基盤研究�
海 外� 教 授・岩 崎 琢 也 ４，２００ 東南アジアにおけるウイルス性脳

脊髄炎のウイルス病理学的解析
１４年～１６年度
継続

基盤研究�
海 外� 助 手・安 高 雄 治 １，２００

アフリカにおける高解像度衛星画
像データの熱帯感染症研究への応
用

１４年～１６年度
継続

基盤研究�
海 外� 教 授・平 山 謙 二 ３，９００

南米のシャーガス病の重症化を規
定するヒトおよび原虫の遺伝子解
析

１５年～１８年度
継続

基盤研究�
海 外� 教 授・青 木 克 己 ４，０００

ビルハイツ住血吸虫症：感染者の
疾病認識に沿った調査により明ら
かになる多様な病害

１５年～１７年度
継続

基盤研究�
海 外� 教 授・森 田 公 一 ４，２００ デング出血熱重症化に関与する宿

主および病原体因子の解明
１５年～１７年度
継続

基盤研究�
海 外� 教 授・神 原 廣 二 ５，７００ インドネシアにおけるマラリア薬

剤耐性の起源と現状
１６年～１７年度
継続

基盤研究�
海 外� 助教授・大 石 和 徳 ６，６００ デング出血熱の重症化機序の解明

と治療戦略
１６年～１７年度
継続

基盤研究�
一 般� 助 手・江 原 雅 彦 １，１００ Non－０１コレラ菌の組織侵入，敗

血症増悪メカニズム
１５年～１６年度
継続

基盤研究�
一 般� 講 師・熊 取 厚 志 １，５００

炎症時のインターフェロンγによ
るシトクロム b５５８重鎖遺伝子発
現誘導機構の解析

１５年～１６年度
継続

基盤研究�
一 般� 教 授・中 村 三千男 ２，６００ 新奇 GTミスマッチ DNA結合タ

ンパク質の解析
１６年～１７年度
継続

―４０―



研究種目 研究代表者職・氏名 金額（千円） 研 究 課 題 備 考

基盤研究�
一 般� 講 師・和 田 昭 裕 ２，１００

病原性遺伝子群をもつヘリコバク
ター・ピロリによる宿主細胞への
炎症誘導機構

１６年～１７年度
継続

基盤研究�
一 般� 教 授・岩 崎 琢 也 ２，２００

アルファヘルペスウイルス感染の
体内動態：侵入から神経への感染
初期の伝播経路

１６年～１７年度
継続

萌 芽 研 究 教 授・大 渡 伸 ７００
水圧振動の共鳴・忌避周波数によ
る水棲病害生物の選択的駆除と生
態系影響評価

１５年～１７年度
継続

萌 芽 研 究 教 授・平 山 謙 二 １，３００ 住血吸虫性肝線維化を調節するＴ
細胞を刺激する虫卵抗原の同定

１５年～１６年度
継続

萌 芽 研 究 教 授・平 山 壽 哉 １，２００ ピロリ菌空胞化毒素を阻害する血
清成分に関する研究

１５年～１６年度
継続

若手研究� 助 手・都 野 展 子 １，１００ マラリア媒介蚊ガンビエハマダラ
カグループの同所的共存機構

１５年～１７年度
継続

若手研究� 助 手・鈴 木 章 一 １，１００ IRF－４欠損マウスを用いた樹状
細胞の分化及び活性化機構の解析

１５年～１６年度
継続

特定研究促進
費� 教 授・國 井 修 １５，０００ スマトラ島沖地震津波後の感染症

流行対策：基礎調査 １６年度

合 計 直接経費
間接経費

８９，９００
２，３１０

―４１―



６．２ 文部科学省科学研究費補助金（平成１７年度内定分）

研究種目 研究代表者職・氏名 金額（千円） 研 究 課 題 備 考

特定領域研究 教 授・平 山 壽 哉 ７，５００ ヘリコバクター・ピロリ VacA毒
素の毒性発現機序

１６年～１７年度
継続

特定領域研究 教 授・平 山 謙 二 ６，４００ デング出血熱の感受性遺伝子の解
明

１６年～１７年度
継続

特定領域研究 教 授・森 田 公 一 ３，５００ 西ナイルウイルスのワクチン開発 １６年～１７年度
継続

基盤研究Ａ
一 般 教 授・平 山 壽 哉

１８，２００
間接
５，４６０

ヘリコバクター・ピロリが産生す
る VacA毒素の受容体の機能と毒
性発現

１７年～１８年度
継続

基盤研究Ａ
海 外 教 授・高 木 正 洋

１，６００
間接

４８０

東南アジアにおける蚊媒体性感染
症の流行を左右する環境の定量的
評価

１４年～１７年度
継続

基盤研究Ｂ
海 外 教 授・平 山 謙 二 ２，６００ 南米シャーガス病の重症化を規定

するヒトおよび原虫の遺伝子解析
１５年～１８年度
継続

基盤研究Ｂ
海 外 教 授・青 木 克 己 ４，３００

ビルハイツ住血吸虫症：感染者の
疾病認識に沿った調査により明ら
かになる多様な病害

１５年～１７年度
継続

基盤研究Ｂ
海 外 教 授・森 田 公 一 ２，２００ デング出血熱重症化に関与する宿

主および病原体因子の解明
１５年～１７年度
継続

基盤研究Ｂ
海 外 教 授・神 原 廣 二 ４，８００ インドネシアにおけるマラリア薬

剤耐性の起源と現状
１６年～１７年度
継続

基盤研究Ｂ
海 外 助教授・大 石 和 徳 ６，６００ デング出血熱の重症化機序の解明

と治療戦略
１６年～１７年度
継続

基盤研究Ｂ
海 外 教 授・國 井 修 ３，２００

エイズ遺児のケアに関するソー
シャルネットワークと公的セク
ターの役割に関する研究

１７年～２０年度
継続

基盤研究Ｃ
一 般 教 授・中 村 三千男 ９００ 新奇 GTミスマッチ DNA結合タ

ンパク質の解析
１６年～１７年度
継続

基盤研究Ｃ
一 般 講 師・和 田 昭 裕 １，３００

病原性遺伝子群をもつヘリコバク
ター・ピロリによる宿主細胞への
炎症誘導機構

１６年～１７年度
継続

基盤研究Ｃ
一 般 教 授・岩 崎 琢 也 １，４００

アルファヘルペスウイルス感染の
体内動態：侵入から神経への感染
初期の伝播経路

１６年～１７年度
継続

基盤研究Ｃ
一 般 助 手・本 田 純 久 １，２００ 縦断的データ分析の方法を用いた

原爆被害者検診データの解析
１６年～１７年度
継続

萌 芽 研 究 助教授・大 渡 伸 ７００
水圧振動の共鳴・忌避周波数によ
る水棲病害微生物の選択的駆除と
生態系影響評価

１５年～１７年度
継続

―４２―



研究種目 研究代表者職・氏名 金額（千円） 研 究 課 題 備 考

萌 芽 研 究 教 授・門 司 和 彦 １，６００
熱帯における人工・健康・栄養転
換に差異をもたらす人類生体要因
の検討

１７年～１８年度
継続

萌 芽 研 究 教 授・平 山 謙 二 １，７００
臍帯血造血幹細胞移植免疫不全マ
ウスを用いたヒトマラリアモデル
の作製

１７年～１８年度
継続

若手研究Ｂ 助 手・都 野 展 子 ９００ マラリア媒介蚊ガンビエハマダラ
カグループの同所的共存機構

１５年～１７年度
継続

若手研究Ｂ 助 手・谷 村 晋 ２，０００ 子児人口の受療機会における不平
等性の時空間分布

１７年～１８年度
継続

合 計 直接経費
間接経費

７２，６００
５，９４０

―４３―



６．３ 受託研究費（平成１６年度分）

受 託 者 等 職・氏名 研 究 課 題 備 考

PRESTO
さきがけ研究２１ 講 師・和 田 昭 裕 ヘリコバクター・ピロリの空砲化致死毒素

の作用機序解析と新しい治療戦略

国際協力事業団開
発パートナー事業 教 授・神 原 廣 二 インドネシア国ロンボックおよびスンバワ

島におけるマラリア対策

プロジェク
ト マ ネ ー
ジ ャ ー

国際医療協力研究
委 託 費 教 授・神 原 廣 二 インドネシア国ロンボク・スンバワにおけ

るマラリアコントロールと住民教育効果 分担研究者

千 葉 大 学
ナショナルバイオリ
ソースプロジェクト

教 授・神 原 廣 二
中核的拠点整備プロジェクト －病原微生
物－ 病原性原虫の収集，株保存と分析，
その提供

協 力 業 務
担 当 者

厚生労働科学研究
費 補 助 金
エイズ対策研究事業

助 手・久 保 嘉 直 HIVの増殖・変異の制御に関する研究 分担研究者

厚生労働科学研究
費 補 助 金
新興・再興感染症
研 究 事 業

教 授・平 山 謙 二 輸入蠕虫性疾患の監視と医療対応整備に関
する研究（Ｈ１５－新興―８） 分担研究者

国際医療協力研究
委託費（国立国際
医療センター）

教 授・平 山 謙 二

薬剤耐性化が進む国際的な重要な感染症の
予防・治療のためのワクチン及び化学療法
開発とその応用に関する研究（分担研究課
題：マラリアワクチン及び薬剤開発に関す
る研究）（１５公５）

分担研究者

日米医学協力計画
アジア地域奨励
研 究 事 業

教 授・平 山 謙 二 住血吸虫性肝線維症の重症化に寄与する虫
卵抗原の同定 主任研究者

―４４―



７ 海 外 活 動
渡 航 者

渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分
職 名 氏 名

教 授 平 山 謙 二
WHO主催による抗マラリアモニ
ターの研究打合せ

タ イ
Ｈ１６．４．２５
～

Ｈ１６．４．２９

先 方 負 担
（ＷＨＯ）

教 授 神 原 廣 二
インドネシア，ロンボク及びスンバワ島のマラ
リアコントロール研究。保健所内の患者検出・
治療チームの活動強化と本年度の計画の検討

インドネシア
Ｈ１６．４．１３
～

Ｈ１６．４．２２

産学連帯等
研 究 費

産学官
連 帯
研究員

吉 永 一 末
インドネシア，ロンボク及びスンバワ島のマラ
リアコントロール研究。保健所内の患者検出・
治療チームの活動強化と本年度の計画の検討

インドネシア
Ｈ１６．４．１３
～

Ｈ１６．４．２０

産学連帯等
研 究 費

産学官
連 帯
研究員

前 川 芳 秀
JICAパートナーシップ事業「インドネシア・ロ
ンボク及びスンバワ島におけるマラリア対策」を
実施。マラリア媒介蚊対策の実施指導業務を行う

インドネシア
Ｈ１６．４．４
～

Ｈ１６．６．１７

Ｊ Ｉ Ｃ Ａ
パートナー
シップ事業

助 手 安 高 雄 治
アフリカにおける高解像度衛生画面
データの熱帯感染症研究への応用の
ための現地調査

タンザニア
Ｈ１６．５．１１
～

Ｈ１６．６．１

科学研究費
補 助 金

助 手 中 澤 秀 介
東南アジアにおける蚊媒介性感染症
の流行を左右する環境の定量的評価

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．５．１７
～

Ｈ１６．５．２４

科学研究費
補 助 金

ＣＯＥ
研究員

砂 原 俊 彦
マラリア媒介蚊の生態に関する共同
研究

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．５．１７
～

Ｈ１６．８．１
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 平 山 壽 哉
米国微生物学会出席と NIH，ジョー
ジタウン大学での共同研究打ち合わ
せ

ア メ リ カ
Ｈ１６．５．２２
～

Ｈ１６．５．３０
自 費

講 師 川 田 均 拠点大学方式による学術交流事業 ベ ト ナ ム
Ｈ１６．５．２３
～

Ｈ１６．５．２９
Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ

教 授 神 原 廣 二
インドネシア，ロンボク及びスンバワ
島のマラリアコントロール研究。地域
に密着型マラリアコントロール研究

インドネシア
Ｈ１６．５．２９
～

Ｈ１６．６．１７

受託研究費
（ＪＩＣＡ）

教 授 平 山 壽 哉
第６回ヘリコバクターにおける宿主
反応に関する医療ワークショップ

デンマーク
Ｈ１６．６．２３
～

Ｈ１６．６．２８

実費・ワー
クショップ
委 員 会

教 授 高 木 正 洋
インドネシア・ロンボク及びスンバ
ワ島におけるマラリア対策の実施

インドネシア
Ｈ１６．６．３
～

Ｈ１６．６．１１
Ｊ Ｉ Ｃ Ａ

助 手 金 田 英 子
研究プロジェクト「アジア・熱帯モン
スーン地域における地域生態史の総合的
研究に関する調査・研究」の打ち合わせ

ラ オ ス
Ｈ１６．６．３
～

Ｈ１６．６．１９

総合地球環
境学研究所

助 手 都 野 展 子
カンビエハマダラカ姉妹種の発生消
長の調査及び資料収集

ケ ニ ア
Ｈ１６．６．５
～

Ｈ１６．７．５

科学研究費
補 助 金

助 手 江 原 雅 彦
熱帯性新興，再興の要因とそれに基
づく防除対策

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．６．８
～

Ｈ１６．６．１８
Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ

―４５―



渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

助教授 大 石 和 徳 デング熱プロジェクトの研究推進 フィリピン
Ｈ１６．６．９
～

Ｈ１６．６．１２

科学研究費
補 助 金

教 授 平 山 謙 二
デング出血熱の感受性遺伝子解明の
ための研究打ち合わせ

マレーシア
ベ ト ナ ム

Ｈ１６．６．１４
～

Ｈ１６．６．１９
Ｃ Ｏ Ｅ

ＣＯＥ
研究員

石 井 一 成
日本住血吸虫症の迅速的診断法確立
のため中国寄生虫病研究所にて共同
研究。実験に必要な貝購入のため

中 国
Ｈ１６．６．２５
～

Ｈ１６．６．２８
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 岩 崎 琢 也
タイにおける脳炎の病原体について，
タイ，チュラロンコン大学との共同
研究

バ ン コ ク
Ｈ１６．６．２６
～

Ｈ１６．６．２９

科学研究費
補 助 金

教 授 高 木 正 洋 拠点大学方式による学術交流事業 ベ ト ナ ム
Ｈ１６．６．２８
～

Ｈ１６．７．３
Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ

教 授 門 司 和 彦
�JICA開発パートナー事業によるマ
ラリア対策に参加 �総合地球環境学
研究所ラオスプロジェクト参加

タ イ
ラ オ ス
インドネシア

Ｈ１６．６．５
～

Ｈ１６．６．１９

Ｊ Ｉ Ｃ Ａ
総合地球環
境学研究所

教 授 森 田 公 一
JICA太平洋予防接種関連疾病対策
プロジェクトを通して地域の感染症
対策に関する調査

フ ィ ジ ー
オーストラリア

Ｈ１６．７．４
～

Ｈ１６．７．１５
Ｊ Ｉ Ｃ Ａ

助 手 渡 部 幹 次
ビルハイツ住血吸虫症感染による排
尿困難の定量化を行う。ケニアにお
いて感染者の調査

ケ ニ ア
Ｈ１６．７．８
～

Ｈ１６．７．１８

科学研究費
補 助 金

教 授 平 山 謙 二
江西省寄生虫病研究所で住血吸虫症
患者の血液採取

中 国
Ｈ１６．７．１３
～

Ｈ１６．７．１６
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 門 司 和 彦
タイ国立衛生研究所での研究打ち合
わせ

タ イ
Ｈ１６．７．１５
～

Ｈ１６．７．１８

大 学 運 営
経 費

教 授 平 山 謙 二
デング出血熱と重症型マラリアの共
同研究

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．７．１９
～

Ｈ１６．７．２２

先 方 負 担
（国立衛生
研 究 所 ）

教 授 神 原 廣 二
インドネシア，ロンボク，スンバワ
島におけるマラリアコントロール方
法の検証

インドネシア
Ｈ１６．７．２０
～

Ｈ１６．７．２９
Ｊ Ｉ Ｃ Ａ

講 師 上 村 春 樹
「インドネシアにおけるマラリア薬
剤耐性の起源と現状」に関する研究
打ち合わせ

インドネシア
Ｈ１６．７．２１
～

Ｈ１６．７．２７

科学研究費
補 助 金

助 手 渡 邊 貴和雄
熱帯感染症の新興・再興の要因とそ
れに基づく防除対策の研究実施を行
う

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．７．２２
～

Ｈ１６．７．２９

先 方 負 担
（ＪＳＰＳ）

教 授 溝 田 勉
バングラディシュのダッカ小児科病
院において小児性髄膜炎に関する共
同実験等の打ち合わせ

バングラディシュ
Ｈ１６．７．２４
～

Ｈ１６．７．２９

大 学 運 営
経 費

―４６―



渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

助 手 柳 哲 雄
ナショナルバイオリソースプロジェ
クト，病源体原虫の株保存と分析・
提供のための材料収集

ネ パ ー ル
Ｈ１６．７．２４
～

Ｈ１６．８．８

受託研究等
収 入

教 授 高 木 正 洋
ファンリファンチェット灌漑事業計
画地域における疾病媒介蚊調査

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．８．１
～

Ｈ１６．８．１７
自 費

助 手 金 田 英 子
「東南アジアにおけるウイルス性脳
脊髄炎のウイルス心理学的解析」に
関する研究打ち合わせ

タ イ
Ｈ１６．８．１
～

Ｈ１６．９．３０

科学研究費
補 助 金

教 授 平 山 謙 二
マラリアワクチンに関する研究打ち
合わせ
WHO主催による会議に出席

タ イ
マレーシア

Ｈ１６．８．３
～

Ｈ１６．８．２１
受託研究費

助教授 鳥 山 寛
腫瘍ウイルス関連疾患の疫学及び病
理学的研究を行い，発ガンの実態を
把握する

タ イ
ラ オ ス

Ｈ１６．８．６
～

Ｈ１６．８．２７

科学研究費
補 助 金

講 師 川 田 均
「熱帯病媒介昆虫の防除に関する共
同研究」に対する資料収集のための
第２２回昆虫学学会に参加

オーストラリア
Ｈ１６．８．１６
～

Ｈ１６．８．２１
共同研究費

教 授 森 田 公 一
２１世紀の公衆衛生と産業保険に関す
る中日国際シンポジウムに出席のた
め

中 国
Ｈ１６．８．１９
～

Ｈ１６．８．２２
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 高 木 正 洋
東南アジアにおける蚊媒介性感染症
の流行を左右する環境の定量的評価

インドネシア
Ｈ１６．８．１９
～

Ｈ１６．９．１

科 学 研 究
補 助 金

教 授 神 原 廣 二
インドネシア・ロンボク及びスンバ
ワ島におけるマラリア対策の実施

インドネシア
Ｈ１６．８．２１
～

Ｈ１６．９．４
受託研究費

産学官
連 携
研究員

前 川 芳 秀
インドネシア・ロンボク及びスンバ
ワ島におけるマラリア対策の実施

インドネシア
Ｈ１６．８．２１
～

Ｈ１６．９．３０
受託研究費

助 手 中 澤 秀 介 拠点大学方式による学術交流事業 ベ ト ナ ム
Ｈ１６．８．３１
～

Ｈ１６．１０．２２

先 方 負 担
（ＪＳＰＳ）

教 授 神 原 廣 二
日独原虫病シンポジウムにて発表及
び司会その後 Heinrich Hein大学に
て研修

ド イ ツ
Ｈ１６．９．１８
～

Ｈ１６．９．２９
自 費

教 授 高 木 正 洋
ファンリファンチェット灌漑事業計
画地域における疾病媒介蚊調査

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．９．２７
～

Ｈ１６．１０．７
自 費

教 授 嶋 田 正 曉
タンザニアの住血吸虫症流行地の住
民調査

ケ ニ ア
タンザニア

Ｈ１６．９．２
～

Ｈ１６．９．１７

科学研究費
補 助 金

教 授 高 木 正 洋
東南アジアにおける蚊媒介性感染症
の流行を左右する環境の定量的評価
に関する研究

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．９．６
～

Ｈ１６．９．１１

科学研究費
補 助 金
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渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

ＣＯＥ
研究員

砂 原 俊 彦
東南アジアにおけるマラリア媒介蚊
の生態に関する調査

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．９．６
～

Ｈ１６．９．１６
委任経理金

助 手 井 上 真 吾
デングウイルス及び日本脳炎ウイル
ス感染症の海外学術共同研究を行う

フィリピン
Ｈ１６．９．１７
～

Ｈ１６．１０．７

科学研究費
補 助 金

助 手 渡 部 幹 次
「東南アジアにおけるウイルス性脳
脊髄炎のウイルス心理学的」に関す
る研究打ち合わせ

タ イ
ラ オ ス

Ｈ１６．９．１０
～

Ｈ１６．９．２４

科学研究費
補 助 金

助 手 パリダ・マンモハン デングウイルス診断薬の実施研究 イ ン ド
Ｈ１６．９．１２
～

Ｈ１６．１０．７
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 平 山 壽 哉
第１７回国際消化器病理，へコリバク
ター学会議に出席

オーストリア
Ｈ１６．９．２１
～

Ｈ１６．９．２７

科学研究費
補 助 金

教 授 森 田 公 一 デング出血熱の調査 スリランカ
Ｈ１６．９．２１
～

Ｈ１６．９．２６
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 森 田 公 一
WHO・PVDI合同のデング会議に出
席

ス イ ス
Ｈ１６．１０．３
～

Ｈ１６．１０．８

先 方 負 担
（ＷＨＯ）

ＣＯＥ
研究員

砂 原 俊 彦
マラリア媒介蚊の生態に関する共同
研究

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．１０．４
～

Ｈ１６．１２．５
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 森 田 公 一 国際・新興シンポジウムに出席 イ ン ド
Ｈ１６．１０．９
～

Ｈ１６．１０．１４
インド研究所

助 手 金 田 英 子 雲南大学でのセミナーに参加 中 国
Ｈ１６．１０．１０
～

Ｈ１６．１０．１９

総 合 地 球
科学研究所

教 授 神 原 廣 二
マラリアコントロール研究の最終と
りまとめと今後のコントロールの方
針決定

インドネシア
Ｈ１６．１０．１７
～

Ｈ１６．１０．２８
受託研究費

教 授 國 井 修
「熱帯病・新興感染症の地球規模制
御戦略拠点」に関する研究打ち合わ
せ

タ イ
Ｈ１６．１０．１７
～

Ｈ１６．１０．２６
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 平 山 壽 哉
第７回韓日微生物学シンポジウムに
出席・発表

韓 国
Ｈ１６．１０．２１
～

Ｈ１６．１０．２３

科学研究費
補 助 金

教 授 高 木 正 洋
東南アジアにおける蚊媒介性感染症
の調査研究打ち合わせ

ベ ト ナ ム
Ｈ１６．１０．２３
～

Ｈ１６．１１．１

科学研究費
補 助 金

教 授 岩 崎 琢 也
小児神経疾患の疫学的・臨床的・病
理学的解析の共同研究

タ イ
Ｈ１６．１０．２４
～

Ｈ１６．１０．２７

科学研究費
補 助 金
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渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

助 手 久 保 嘉 直 国際レトロウイルス病理学会参加 カ ナ ダ
Ｈ１６．１０．３１
～

Ｈ１６．１１．５

大 学 運 営
経 費

教 授 國 井 修
WHO本部にて「言語診断によるモ
ニタリング」に関する会議にコンサ
ルタントとして出席

ス イ ス
Ｈ１６．１０．３１
～

Ｈ１６．１１．５

先 方 負 担
（ＷＨＯ）

助 手 鈴 木 章 一
貧食細胞における NADPHoxidaseや
Myeroxidaseの役割を明らかにする
と共にその実験技術を習得する

ニュージーランド
Ｈ１６．１１．１３
～

Ｈ１７．９．３０
自 費

助 手 都 野 展 子
ケニア西部のマラリア疾病媒介蚊生
態調査

ケ ニ ア
Ｈ１６．１１．２９
～

Ｈ１６．１２．１１
自 費

助 手 マンモハン・パリダ 第５３回 ASTMH学会に出席 ア メ リ カ
Ｈ１６．１１．５
～

Ｈ１６．１１．１３
委任経理金

教 授 平 山 謙 二
第５４回 ASTMH学会に出席及び研究
打ち合わせ

ア メ リ カ
Ｈ１６．１１．７
～

Ｈ１６．１１．１２

科学研究費
補 助 金

教 授 神 原 廣 二
インドネシアマラリアプロジェクトシ
ンポジウムに参加。マタラムにて新し
い薬剤導入による患者対策の実施

インドネシア
Ｈ１６．１１．２８
～

Ｈ１６．１２．９
受託研究費

教 授 國 井 修
COEプログラム「熱帯症・新興感
染症の地球規模制御戦略拠点」に関
する研究打ち合わせ

インドネシア
Ｈ１６．１１．２８
～

Ｈ１６．１２．９
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 高 木 正 洋
東南アジアにおける蚊媒介性感染症
の流行を左右する環境の定量的評価
を行う

インドネシア
Ｈ１６．１１．２８
～

Ｈ１６．１２．１

科学研究費
補 助 金

教 授 門 司 和 彦
インドネシアマラリアプロジェクト
シンポジウムに参加

インドネシア
Ｈ１６．１１．２８
～

Ｈ１６．１２．１
Ｃ Ｏ Ｅ

助 手 安 高 雄 治 調査打ち合わせ及び資料収集
タ イ
ラ オ ス

Ｈ１６．１１．３０
～

Ｈ１６．１２．１８
先 方 負 担

教 授 平 山 壽 哉
共同研究打ち合わせ及び第４４回米国
細胞生物学会出席と発表

ア メ リ カ
Ｈ１６．１２．１
～

Ｈ１６．１２．６

大 学 運 営
経 費

助 手 金 田 英 子
アジア・熱帯モンスーン地球におけ
る地域生態史の総合的研究のため

タ イ
ラ オ ス

Ｈ１６．１２．５
～

Ｈ１６．１２．２７
先 方 負 担

教 授 岩 崎 琢 也
タイにおける脳炎の病原体について
チュラロンコン大学との共同研究を
行うため

タ イ
Ｈ１６．１２．１１
～

Ｈ１６．１２．１５

科学研究費
補 助 金

教 授 門 司 和 彦
アジア・熱帯モンスーン地域におけ
る地域生態史の総合的研究のため

タ イ
ラ オ ス

Ｈ１６．１２．１２
～

Ｈ１６．１２．１８
京 都 大 学
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渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

教 授 平 山 謙 二
タマサート大学との交流協定の準備
を進めるため会議に出席し，チェン
マイの研修病院の視察を行う

タ イ
Ｈ１６．１２．１２
～

Ｈ１６．１２．１７
Ｃ Ｏ Ｅ

助教授 大 石 和 徳
血小板のマクロファージクリアランスアッセ
イの技術指導及びサンラザロ病院における大
量免疫グロブリン療法のための事前調整

台 湾
Ｈ１６．１２．１２
～

Ｈ１６．１２．１５

科学研究費
補 助 金

助 手 都 野 展 子
マラリア媒介蚊ガンビエハマダラカ
グループの同所的共存機構

ケ ニ ア
Ｈ１６．１２．１２
～

Ｈ１６．１２．３１

科学研究費
補 助 金

助 手 マンモハン・パリダ 不明脳炎の原因調査のため ベ ト ナ ム
Ｈ１６．１２．１５
～

Ｈ１６．１２．２８
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 平 山 謙 二 第４６回米国血液学会出席 ア メ リ カ
Ｈ１６．１２．２０
～

Ｈ１６．１２．２３
Ｃ Ｏ Ｅ

助 手 都 野 展 子
ケニア西部のマラリア疾病媒介蚊生
態調査

ケ ニ ア
Ｈ１７．１．１
～

Ｈ１７．３．２０
自 費

教 授 平 山 壽 哉
H.Pylori VacA毒素の解析に関する
調査

フィリピン
Ｈ１７．１．１２
～

Ｈ１７．１．１４
受託研究費

教 授 國 井 修
スマトラ沖震災害後の熱帯病・新興
感染症の発症状況に関する調査研究

スリランカ
Ｈ１７．１．１６
～

Ｈ１７．１．２９
Ｃ Ｏ Ｅ

助教授 大 石 和 徳
２００５Gorgas Expert Course熱帯感染
症専門研修に参加のため

ペ ル ー
Ｈ１７．１．１５
～

Ｈ１７．１．３０

科学研究費
補 助 金

教 授 青 木 克 己
KEMRIにおける住血吸虫症プロ
ジェクト

ケ ニ ア
Ｈ１７．１．２２
～

Ｈ１７．１．２９

科学研究費
補 助 金

助教授 鳥 山 寛 疫学及び病理学的調査 タ イ
Ｈ１７．１．２８
～

Ｈ１７．２．１３

科学研究費
補 助 金

助 手 渡 部 幹 次
住血吸虫感染における免疫応答につ
いて研究

ア メ リ カ
Ｈ１７．１．２３
～

Ｈ１７．３．２７

他 機 関 負 担
（ヒューマンサ
イエンス財団）

助 手 柳 哲 雄
マラリア薬剤耐性の起源と現状に関
する研究

インドネシア
Ｈ１７．１．２９
～

Ｈ１７．２．１０

科学研究費
補 助 金

ＣＯＥ
研究員

砂 原 俊 彦 国際緊急援助隊（JICA派遣） インドネシア
Ｈ１７．１．２３
～

Ｈ１７．１．３１

他機関負担
（ＪＩＣＡ）

教 授 高 木 正 洋 国際緊急援助隊（JICA派遣） インドネシア
Ｈ１７．１．２３
～

Ｈ１７．１．３１

他機関負担
（ＪＩＣＡ）
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渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

教 授 神 原 廣 二 国際医療協力研究委託事業実施 インドネシア
Ｈ１７．１．２９
～

Ｈ１７．２．１０
受託研究費

講 師 上 村 春 樹
「マラリア薬剤耐性の起源と現状」
に関する研究

インドネシア
Ｈ１７．２．３
～

Ｈ１７．２．１９

科学研究費
補 助 金

助 手 錦 織 信 幸
スマトラ島地震津波後の感染症流行
対策基礎調整に基づき調査研究を実
施

スリランカ
Ｈ１７．２．１３
～

Ｈ１７．２．２３

科学研究費
補 助 金

教 授 國 井 修
スマトラ島地震津波後の感染症流行
対策基礎調整に基づき調査研究を実
施

インドネシア
Ｈ１７．２．１４
～

Ｈ１７．２．２１

科学研究費
補 助 金

教 授 高 木 正 洋 疾病媒介蚊の調査研究打ち合わせ
スリランカ
イ ン ド

Ｈ１７．２．１８
～

Ｈ１７．３．１

科学研究費
補 助 金

助 手 井 上 真 吾
自然災害時における人材スキルの必
要性についての調査

スリランカ
Ｈ１７．２．１９
～

Ｈ１７．３．５

科学研究費
補 助 金

助 手 中 澤 秀 介
熱帯性感染症の新興・再興の要因と
それに基づく防除対策

ベ ト ナ ム
Ｈ１７．２．２０
～

Ｈ１７．３．２３

先 方 負 担
（日本学術
振 興 会 ）

教 授 岩 崎 琢 也
トルコにおける多剤耐性結核の臨床
病理学的調査

ト ル コ
Ｈ１７．２．２０
～

Ｈ１７．２．２５
Ｃ Ｏ Ｅ

ＣＯＥ
研究員

砂 原 俊 彦
マラリア媒介蚊の生態に関する共同
研究実施についての調査研究

ベ ト ナ ム
Ｈ１７．２．２０
～

Ｈ１７．３．３０
Ｃ Ｏ Ｅ

助 手 金 田 英 子
アジア・熱帯モンスーン地域におけ
る地域生態史の総合的研究

ラ オ ス
Ｈ１７．２．２２
～

Ｈ１７．３．１９

総合地球環
境学研究所

教 授 國 井 修
タンザニアにおいて調査研究及び研
究打ち合わせ

タンザニア
Ｈ１７．２．２６
～

Ｈ１７．３．１４
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 嶋 田 雅 曉
住血吸虫症と HIV/AIDSに関する疫
学的データ収集と研究調査

ケ ニ ア
Ｈ１７．２．２７
～

Ｈ１７．３．１５
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 門 司 和 彦
�ヒューマンセキュリティーに関す
る研究 �人類生態学に関する研究
打ち合わせ

ケ ニ ア
Ｈ１７．２．２７
～

Ｈ１７．３．１４

科学研究費
補 助 金
大学運営経費

講 師 川 田 均
ガンビエハマダラカを対象にした実
験試験打ち合わせ及び試験地視察

タンザニア
Ｈ１７．３．７
～

Ｈ１７．３．１４

科学研究費
補 助 金

講 師 藤 巻 康 教
土壌媒介寄生虫病，熱帯性感染症の
新興・再興の要因とそれに基づく防
除対策の調査研究

ベ ト ナ ム
Ｈ１７．３．６
～

Ｈ１７．３．１９
Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ
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渡 航 者
渡 航 目 的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職 名 氏 名

教 授 高 木 正 洋 拠点大学方式による学術交流事業 ベ ト ナ ム
Ｈ１７．３．８
～

Ｈ１７．３．１２
Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ

教 授 神 原 廣 二
２箇所の保健所マラリアコントロー
ル活動に新しい薬剤を導入した場合
のコントロール効果を確かめる

インドネシア
Ｈ１７．３．８
～

Ｈ１７．３．１５
受託研究費

教 授 平 山 謙 二
ガーナ大学とリバプール大学におい
て研究打ち合わせ

ガ ー ナ
イ ギ リ ス

Ｈ１７．３．１５
～

Ｈ１７．３．２５
Ｃ Ｏ Ｅ

教 授 國 井 修 被災現場視察及び調査研究
タ イ
スリランカ

Ｈ１７．３．１３
～

Ｈ１７．３．２１

先 方 負 担
（文部科学
省）

教 授 岩 崎 琢 也 エイズ患者における結核の調査 タ イ
Ｈ１７．３．２１
～

Ｈ１７．３．２５
Ｃ Ｏ Ｅ

講 師 川 田 均 拠点大学方式における学術交流事業 ベ ト ナ ム
Ｈ１７．３．２１
～

Ｈ１７．３．２６
Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ
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８ 外国人研究者の受け入れ

８．１ 熱帯医学研究コース

本集団研修コース（熱帯医学研究）は，国際協力事業団（JICA）の委嘱により昭和５８年

度（１９８３年）から毎年おこなわれており，研修生を通して熱帯現地の研究者との関係を深め，

新しい研究テーマを発掘する可能性を持つユニークなコースと認識されている。第２１回目に

あたる昨年度（平成１５年度），本コースを熱帯医学研究Ⅱとしてリニューアルした。

リニューアルしたコースでは，従来の目的が技能研修であったものを，研究活動そのもの

を目的として研究の成果を直接開発に反映させることとし，募集要項で「研究を実施するこ

とによって，最新の医学知識や技術を習得させること」と謳っていたものを「熱帯地におけ

る保健医療問題を具体的に解決できる成果を研究によって得る」と変更した。

そのため，本コース研修生は必ず，対象国で解決すべき熱帯医学に関連した具体的な研究

課題，これまでの自身の研究活動で得られたデーターを持って来日することとし，応募書類

に解決すべき課題と解決のための研究プロポーザルの添付を義務づけている。

平成１６年の第２２回もこの枠組みで行われた。

これまで本コースで研修を受けた者は現在研修中の者も含めて１６８人で，出身国は３９ヶ国

に及ぶ。コースの期間は開設当時の６ヶ月から９ヶ月，１２ヶ月と次第に延長され，研修期間

が１２ヶ月となった平成１０年からは従来の certificateに代わり diplomaを授与することになり，

より一層の質的向上を果たしている。

１月の入所式の後，３月初めまでの約６週間は熱帯医学研究所内の各部門・分野による共

通講義が研修生全員に対して行われ，熱帯医学に関する総合的・基礎的知識が与えられる。

その後，研修生は各専門分野に所属し，研修生と各分野が事前に共同で用意したプログラム

に沿った研修と課題による研究に専念する。また，研修生全員が参加して他の大学や研究所

への研修旅行が行われ，個別にはそれぞれの研究テーマに沿った学会，研究会，調査などへ

参加している。

本年度は，アジアから中国が１名，ミャンマーが１名，オセアニアからフィジーが２名，

アフリカからタンザニアが２名，ギニア，ケニア，ウガンダそれぞれ１名の，計９名の研修

生が受け入れられ，中南米からの研修生はいなかった。

本年度の入所式は平成１７年１月１８日に挙行された。共通講義は１月２０日から２月２４日まで

行われ，研修旅行は５月，京都大学ウイルス研究所，大阪大学微生物学研究所，国立感染症

研究所に実施された。

研究成果発表は１２月６日，diploma授与は１２月９日に予定されている。（文責：嶋田雅曉）
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８．２ 平成１６年度に受け入れた外国人研究者

分 野 等 氏 名 国 籍 受入期間 制 度 等 備 考

分子構造解析 Maria delCarmen Pruqet アルゼンチン Ｈ１６．４．１～
Ｈ１７．３．３１

外国人客員
研 究 員

ヒューマンサイ
エンス振興財団

Padira Manmohan イ ン ド Ｈ１６．４．１～
Ｈ１７．３．３１ 助 手

Afjal Hossain Khan バングラディシュ Ｈ１６．４．１～
Ｈ１７．３．３０ COE研究員

Nguyen Minh Nga ベ ト ナ ム Ｈ１６．５．１０～
Ｈ１６．６．６

ベトナム国立
衛生研究所

Trinh Tuan Viet ベ ト ナ ム Ｈ１６．５．１０～
Ｈ１６．６．６

ベトナム国立
衛生研究所

Edward Gitau Matumbi Mathenge ケ ニ ア Ｈ１６．６．１７～
Ｈ１７．３．３１

Md Alimul Islam バングラディシュ Ｈ１６．８．４～
Ｈ１７．４．２６

外国人客員
研 究 員 CREST

Doao Hai Yen ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．１～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Le Nhat Minh ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．１～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Vu Thi Que Huong ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．１～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Cao Minh Thang ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．８～
Ｈ１６．１２．５ JSPS

Zamree Ismail マレーシア Ｈ１６．１１．１９～
Ｈ１６．１２．２０

感染病研究
セ ン タ ー

A C Mishra イ ン ド Ｈ１６．１１．２３～
Ｈ１６．１１．２８ COE

Farshad Guirakhoo ア メ リ カ Ｈ１６．１１．２３～
Ｈ１６．１１．２７ COE

Vijayamalar Balasubramaniam マレーシア Ｈ１６．１２．１１～
Ｈ１６．１２．１８

科 学 研 究
補 助 金

Yuming Jin 中 国 Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構

Nemani Talemaitoga フ ィ ジ ー Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構

Basu Dev Pandey ネ パ ー ル Ｈ１７．２．６～
Ｈ１７．２．１９ COE

Akanitt Jittmittraphap タ イ Ｈ１７．２．１９～
Ｈ１７．３．２０

大 学 運 営
経 費

病原因子機能解析 Tran Thi My Trinh ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．３～
Ｈ１６．１１．３０ JSPS

Bartholomew akanmori ガ ー ナ Ｈ１６．１１．２２～
Ｈ１６．１１．２９ COE

Foda Fofana ギ ニ ア Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

国 際 協 力
機 構

感染細胞修飾機構 Lu Duc Dao ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．１０～
Ｈ１６．１２．７ JSPS

Nguyen Van Tuan ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．１０～
Ｈ１６．１２．７ JSPS
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分 野 等 氏 名 国 籍 受入期間 制 度 等 備 考

Ali Takadir Mtoro タンザニア Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構

Sukmawai Basuki インドネシア Ｈ１７．３．１４～
Ｈ１７．３．３０

科 学 研 究
補 助 金

寄生行動制御 Nguen Thi Viet Hoa ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．６～
Ｈ１６．１２．２ JSPS

感染症予防治療 Judith Marasigan Reyes フィリピン Ｈ１６．８．９～
Ｈ１７．８．２１ COE

Arturo Bacalzo Cabanban フィリピン Ｈ１６．８．１９～
Ｈ１６．８．２１ COE

Vu Thi Thu Huong ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１２．２２ JSPS

Maureen Nakazibwe Mulungi ウ ガ ン ダ Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構

生 物 環 境 Temu Emmanuel Audrey タンザニア Ｈ１６．６．１～
Ｈ１７．３．３１

外国人客員
教 授

Luu Len Loan ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．７～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Hoang Thuy Long ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Dang Duc Anh ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Nguyen Binh Minh ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Vu Shin Nam ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Phan Thi Nga ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Phan Le Thanh Huong ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Nghiem Kim Ha ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Le Thi Quynh Mai ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Truong Uyen Ninh ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Nguyen Thi Hong Hanh ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Doan Hanh Nhan ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Nguyen Thi Kim Tien ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Phan Van Tu ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Truong Xuan Lien ベ ト ナ ム Ｈ１６．１１．２４～
Ｈ１６．１１．２８ JSPS

Isaac Mwangi Kimani ケ ニ ア Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構

社 会 環 境 Hla Thein フ ィ ジ ー Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構
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分 野 等 氏 名 国 籍 受入期間 制 度 等 備 考

疾 病 生 態 Reidar k Lie ノルウェー Ｈ１６．７．２５～
Ｈ１６．７．２９ 講 師 倫理に関す

る コ ー ス

David Wendier ア メ リ カ Ｈ１６．７．２６～
Ｈ１６．７．２８

米 国 国 立
衛生研究所

Ekhals Hamed Abdel-HafeezAbdou エ ジ プ ト Ｈ１６．８．１～
Ｈ１６．９．３０

Zhongdao Wu 中 国 Ｈ１６．１１．２３～
Ｈ１６．１１．２８ COE

Walther Helmut Wernsdorfer ド イ ツ Ｈ１６．１１．２３～
Ｈ１６．１１．２９ COE

Adriano Aguzzi イ タ リ ア Ｈ１６．１１．２３～
Ｈ１６．１１．２６ COE

Thira Sirisanthana タ イ Ｈ１６．１１．２５～
Ｈ１６．１１．２８ COE

Darshano Wickramasinghe スリランカ Ｈ１６．１１．１４～
Ｈ１６．１１．２０ Ruhuna大学

Norazah Ahmad マレーシア Ｈ１６．１２．１２～
Ｈ１６．１２．１９

マレーシア国
立医学研究所

Saw Wut Hmone ミャンマー Ｈ１７．１．４～
Ｈ１８．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構

Juntra Karbwang タ イ Ｈ１７．１．１８～
Ｈ１７．１．２３ COE

熱帯感染症研究
セ ン タ ー Boungnong Boupha ラ オ ス Ｈ１６．４．６～

Ｈ１６．４．９ 私 費

Nao Boutta ラ オ ス Ｈ１６．４．６～
Ｈ１６．４．９ 私 費

Joseph Eliza Chilongani タンザニア Ｈ１７．１．４～
Ｈ１７．１２．１２

外国人受託
研 究 員

国 際 協 力
機 構
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９ 研究成果の発表状況

９．１ 研究業績

－分子構造解析分野－
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べきワクチンとその展望 肺炎球菌ワクチン．臨床検査．４８：４２３‐４２９，２００４．

４６１６ 土橋佳子，水谷玲子，永武 毅：肺炎球菌肺炎をめぐる新しい展開 肺炎球菌の病原

性．日本胸部臨床．６３：４２３‐４３０，２００４．

４６１７ 小山和彦，永武 毅：６．免疫学的検査－ウィルス抗原・抗体 ムンプスウィルス抗

原，抗体．Modern Physician．２４：８５０‐８５１，２００４．

４６１８ 小山和彦，永武 毅：６．免疫学的検査－ウィルス抗原・抗体 ポリオウィルス抗原，

抗体．Modern Physician．２４：８６６‐８６７，２００４．

４６１９ 小山和彦，永武 毅：６．免疫学的検査－ウィルス抗原・抗体 コクサッキーウィル

ス抗原，抗体．Modern Physician．２４：８６８‐８６９，２００４．

４６２０ 大石和徳：抗菌薬をめぐるコントラバーシ 呼吸器感染症にニューキノロン薬を first

choiceにするか．医学のあゆみ．２０９：６３５‐６３９，２００４．

４６２１ 渡邊 浩：抗菌薬をめぐるコントラバーシ 急性気管支炎に抗菌薬は必要か 必要と

する立場から．医学のあゆみ．２０９：６１６‐６１７，２００４．

４６２２ 麻生憲史：トピックス Rhodococcus equi．検査と技術．３２：５５１‐５５３，２００４．

４６２３ 増田剛太，大石和徳：我が国における輸入感染症としての熱帯病．Tropical Medicine

and Health．３２：２０７‐２０８，２００４．

４６２４ 麻生憲史：タイ国北部地域における HIV陽性患者に合併した市中呼吸器感染症の臨

床的検討．Tropical Medicine and Health．３２：２０９‐２１１，２００４．

４６２５ 真崎宏則：特集 薬剤耐性菌感染症の抑制と治療 薬剤耐性菌の病原性と抑制策・治

療策 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）．感染と抗菌薬．７：１５９‐１６４，２００４．

４６２６ 渡邊 浩：高齢者感染症のすべて 高齢者感染症の病原体 Haemophilus influenzae,

Moraxella catarrhalis . 化学療法の領域．２０：８８‐９３，２００４．

４６２７ 真崎宏則：高齢者感染症のすべて 高齢者感染症の特徴 施設内感染対策．化学療法

の領域．２０：３６‐４２，２００４．

４６２８ 大石和徳：SARSの臨床像．現代医療．３６：２２５０‐２２５５，２００４．

４６２９ 大石和徳：知っておきたい呼吸器感染症 SARS．呼吸器科．６：１‐６，２００４．

４６３０ 大石和徳：肺炎球菌の診断と治療－新しい流れ 新しいウィルス性肺炎：SARS，鳥

インフルエンザ．成人病と生活習慣病．３４：１３４２‐１３４７，２００４．

４６３１ 大石和徳：呼吸器感染症研究の最前線 肺炎球菌の病原性因子．最新医学．５９：２５４３

‐３５４６，２００４．
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４６３２ 大石和徳，斎藤麻理子：急性デングウイルス二次感染症において PAIgG, PAIgMの増

加は血小板減少機序および重症度と相関する．VIRUS REPORT．１：７４‐８０，２００４．

４６３３ 石田正之，古本朗嗣，山領 豪，大石和徳，永武 毅，柳 哲雄，神原廣二：インド

渡航にてランブル鞭毛虫，クリプトスポリジウム，ブラストシスチスの３原虫感染を

認めた１例．日本臨床寄生虫学会誌．１５：１０９‐１１１，２００４．

－エイズ感染防御分野－

４６３４ Y.Kubo, A. Ishimoto, T. Ono, H. Yoshii, C. Tominaga, C. Mitani, H. Amanuma, aand

N. Yamamoto: Determinant for the inhibition of ecotropic murine leukemia virus infection by

N-linked glycosylation of the rat receptor. Virology 330: 82-91, 2004.

４６３５ M. Katane, R. Fujita, E. Takao, Y. Kubo, Y. Aoki, and H. Amanuma: An essential role

for the His-8 residue of the SDF-1 a-chimeric, tropism-redirected Env protein of the Moloney

murine leukemia virus in regulating postbinding fusion events. J. Gene Med. 6: 260-267, 2004.

４６３６ Y. Kubo, A. Ishimoto, H. Amanuma, and N. Yamamoto: Control of membrane fusion ac-

tivity by the C-terminal tail of retroviral envelope glycoprotein. Recent Res. Devel. Virol. 6: 1-

12, 2004.

－生物環境分野－

４６３７ Suwonkerd, W., Tsuda, Y., Overgaard, H. J., Chawprom, S., Tuno, N., Prajakwong,

S. & Takagi, M. : Changes in malaria vector densities over a twenty-three year period in Mae

Hong Son Province, Northern Thailand.Southeast Asian J. Trop. Med. Pub. Hlt. 35(2): 316-324,

2004.

４６３８ Argueta, T. B. O., Kawada, H. & Takagi, M.: Spatial repellency of metofluthrin-

impregnated multilayer paper strip against Aedes albopictus under outdoor conditions, Na-

gasaski, Japan. Med. Entomol. Zool. 55(3): 211-216, 2004.

４６３９ Kawada, H., Maekawa, Y., Tsuda,Y., & Takagi, M.: Laboratory and field evaluation of

spatial repellency with metofluthrin-impregnated paper strip against mosquitoes in Lombok Is-

land, Indonesia. J. Am. Mosq. Contr. Assoc. 20(3): 292-298, 2004.

４６４０ Kawada, H. & Takagi, M.: Photoelectric sensing device for recording mosquitohost-seeking

behavior in the laboratory. J. Med. Entomol. 41(5): 873-881, 2004.

４６４１ Argueta, T.B.O., Kawada, H., Sugano, M., Kubota, S., Shono, Y., Tsushima, K. &

Takagi, M.: Comparative insecticidal efficacy of a new pyrethriod, metofluthrin, against colo-

nies of Asian Culex quinquefasciatus and Culex pipiens pallens. Med. Entomol. Zool. 55(4):

289-294, 2004.

４６４２ Kawada, H., Maekawa, Y., Tsuda, Y. & Takagi, M.: Trial of spatial repellency of
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metofluthrin-impregnated paper strip against Anopheles and Culex in shelters without walls in

Lombok, Indonesia. J. Am. Mosq. Contr. Assoc. 20(4): 434-437, 2004.

４６４３ Somboon, P., Thongwat, D., Choochote, W., Walton, C. & Takagi, M.: Crossing ex-

periments of Anopheles minimus species C and putative species E. J. Am. Mosq. Contr. Assoc.

21(1) : 5-9, 2005.

－社会環境分野－

４６４４ Susumu Tanimura and Tsutomu Mizota. : A graphic tool for displaying regional speciali-

zation coefficients. Japanese Journal of Computer Science, Vol. 9, No. 1, pp. 5-11, December

2004.

４６４５ Susumu Tanimura and Tsutomu Mizota: Regional difference in specialization coefficients

of physi-cians in Nagasaki, Japan. Acta Medica Nagasakiensia, Vol. 49, pp. 99-105, September

2004.

４６４６ 谷村 晋，溝田 勉：保健指標のWebGIS．コンピュータサイエンス，Vol．９，No．１，

pp．１９‐２６，１２月，２００４．

４６４７ 谷村 晋，溝田 勉：感染症対策における地理情報科学（GIS）アプローチ．保健の

科学，Vol．４６，pp．４５７‐４６２，６月，２００４．

４６４８ Liang Qin, Hueiwang Jeng, Yasuyuki Rakue and Tsutomu Mizota: A deficient public

health system as a contributing cause of severe acute respiratory syndrome (SARS) epidemic in

mainland China..The southeast Asian journal of tropical medicine and public health, Vol. 36,

No. 1, pp. 213-216.

４６４９ Takeshi Yoda, Yasuyuki Rakue, Charnchudhi Chanyasanha, Tsutomu Mizota: The

effect of environmental infections on children’s Growth in Developing Countries. Journal of

Public Health vol. 34, No. 3, 2004.

４６５０ Takeshi Yoda, Yasuyuki Rakue, Tsutomu Mizota, Sornchai Looareesuwan: The effi-

cacy of anti-malarial drugs against Plasmodium vivax on the Thailand-Myanmar border.

The Journal of Tokyo medical University vol. 63, No. 2, 2005

－疾病生態分野－

４６５１ Higo H, Miura S, Horio M, Mimori T, Hamano S, Agatsuma T, Yanagi T, Cruz-Reyes

A, Uyema N, Rojas de Arias A, Matta V, Akahara H, Hirayama K, Takeuchi T, Tada I

and Himeno K.: Genotypic variation among lineages of Trypanosoma cruzi and its geo-

graphic aspects. Parasitology International 53: 337-344, 2004.

４６５２ Hirayama Kenji: Immunogenetic analysis of post-schistosomal liver fibrosis. Parasitology In-

ternational 53(2): 193-196, 2004.
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４６５３ Zhang M, Ishii K, Hisaeda H, Murata S, Chiba T, Tanaka K, Li Y, Obata, C, Furue M

and Himeno K.: Ubiquitin-fusion degradation pathway plays an indispensable role in naked

DNA vaccination with a chimeric gene encoding a syngeneic cytotoxic T lymphocyte epitope

of melanocyte and green fluorescent protein. Immunology 112(4): 567-74, 2004.

４６５４ Onishi K, Li Y, Ishii K, Hisaeda H, Tang L, Duan X, Dainichi T, Maekawa Y,

Katunuma N and Himeno K.: Cathepsin L is crucial for a Th1-type immune response during

Leishmania major infection. Microbes Infect. 6(5): 468-474, 2004.

４６５５ Kenji Hirayama and Juntra Karbwang: Invitation to the Forum for Ethical Review Com-

mittees in Asia and Western Pacific Region (FERCAP). Rinsyo Hyoka (Clin Eval) 31(2): 443-

447, 2004.

（FERCAPの理念と活動－アジア西太平洋地域倫理委員会フォーラム－．臨床評価：

３１�：４４３‐４４７，２００４）

４６５６ 平山謙二：Chagas病－中南米の厄病神 医学のあゆみ ２１０�：２２２‐２２７，２００４．

４６５７ 平山謙二：よくみられる吸虫症の疑いから治療まで［寄生虫症の実地診療］，特集

寄生虫症とペット病－新たな認識と実地診療，日医雑誌 １３１�：１７３４‐１７３８，２００４．

４６５８ 平山謙二：中近東・アフリカでかかる寄生虫症．治療８６�：１２９‐１３３，２００４．

４６５９ Kenji Hirayama: The war against the regional deasease (Shistosomaiasis japonica) History of

the eradication of schistosomiasis in Japan. Schistosomaiasis in Asia. Asian Parasitology. Vol.5,

Ed by Ming-gang Chen, Xiao-nong Zhou, Kenji Hirayama. pp. 195-276, 2005, Published by

AAA Committee The Federationof Asian Parasitologists, Department of Infection and Host

Defense, Chiba University Graduate School of Medicine.

４６６０ 平山謙二：住血吸虫症：２００５Today’s Therapy，今日の治療指針，Ed by：山口徹，北

原光夫，p．１８９，医学書院，２００５．

－熱帯感染症研究センター－

４６６１ Oishi K, Honda S, Takamura N, Kusano Y, Abe Y, Moji K, Takemoto T, Tahara Y,

Aoyagi K. : Secular Trends of Sizes at Birth in Japanese Healthy Infants Born between 1962

and 1988. J Physiol Anthropol Appl Human Sci 23: 155-61, 2004.

４６６２ Yamamoto T, Hamada Y, Dotse AY, Ataka Y, Moji K. : A simulation sheds a light on the

present HIV epidemic. Tropical Medicine and Health 32(3): 249-251, 2004.

４６６３ 中尾優子，門司和彦，大石和代，松尾奈美子，Mahmudur Rahman, Meejady Sabrina

Flora，後藤利江：バングラデシュ・ダムライ郡の分娩・授乳状況－妊婦，乳幼児を

もつ母親，伝統的産婆，地域家族福祉補助員，看護師への集団面接結果－民族衛生．

７０�：１１２‐１２２，２００４．
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４６６４ Ohashi J, Naka I, Ohtsuka R, Inaoka T, Ataka Y, Nakazawa M, Tokunaga K, and

Matsumura Y:Molecular polymorphism of ABO blood group gene in Austronesian and Non-

Austronesian populations in Oceania. Tissue Antigens, 63: 355-361, 2004.

４６６５ 國井 修：世界における保健医療援助の潮流と日本の役割・課題．日本国際保健医療

学会誌，１９�：３‐９，２００４．

４６６６ 國井 修：国際保健 世界のために働くということ．医学と福音，５６�；４５‐４６，

２００４．

４６６７ 國井 修：アフリカに馳せる夢．下野教育，栃木県連合教育会，第７１７号；１２‐１５，２００４．

４６６８ 國井 修，錦織信幸，門司和彦：インド洋津波後の感染症アウトブレーク研究の意義．

科学，岩波書店７５�：２７４‐２７６，２００５．

４６６９ 國井 修：国際保健医療協力の現状「国際保健医療のお仕事」（２刷）南山堂 ２３‐３０，

２００５年２月刊

４６７０ 國井 修：すべての道は国際協力につながる「国際保健医療のお仕事」（２刷）南山

堂 １８７‐１９９ ２００５年２月刊

４６７１ 國井 修：持続可能な開発と健康 安全医学，第２巻第１号，４３‐４９，２００５．

４６７２ 國井 修：国際協力の担い手 日本国際保健医療学会編．国際保健医療学．第２版

杏林書院，９１‐９８，２００５．

４６７３ 國井 修：緊急時における人口－課題・対応策－．人口と開発，第９０号：１４‐１９，２００５．

４６７４ 國井 修：災害地における感染症対策－スマトラ島沖地震・津波に対する対策と課題

－．感染症，３５�：１‐１２，２００５．
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９．２ 学会発表演題

１）川辺芳子，鈴木純子，益田公彦，原 弘道，齋藤若菜，永井英明，赤川忍のぶ，町田和

子，倉島篤行，四元秀毅，森 亨，原田登之，樋口一恵：結核感染診断キット QuantiFERON

-TBの有用性の検討．第４４回日本呼吸器学会学術講演会，東京，２００４年３月３１日－４月

２日．P１０７

２）池田秀樹，小山 純，大石和徳，永武 毅，鬼塚正三郎：肺炎球菌の気道免疫における

樹状細胞の動態と特異抗体（PspA抗体，CPS抗体）誘導についての検討．第４４回日本呼

吸器学会学術講演会，東京，２００４年３月３１日－４月２日．P１０９

３）渡邊 浩，大石和徳，永武 毅：N-Acetylneuraminic Acidに関連した Nontypeable Haemo-

philus Influenzae のバイオフィルム産生についての基礎的検討．第４４回日本呼吸器学会

学術講演会，東京，２００４年３月３１日－４月２日．P１０９

４）小山 純，鬼塚正三郎，栗田伸一，大石和徳，永武 毅：インフルエンザ菌外膜蛋白抗

原気管内反復接種による獲得免疫誘導．第４４回日本呼吸器学会学術講演会，東京，２００４

年３月３１日－４月２日．P１５７

５）光嶋博昭，真崎宏則，鬼塚智子，倉本剛史，寺田真由美，古本朗嗣，大石和徳，永武

毅：当院における高齢者院内肺炎の臨床的特徴．第４４回日本呼吸器学会学術講演会，東

京，２００４年３月３１日－４月２日．P１７８

６）川添金雄，小山和彦，黒木麗喜，川上健司：国立療養所川棚病院における細菌性呼吸器

感染症の起炎菌に関する検討．第４４回日本呼吸器学会学術講演会，東京，２００４年３月３１

日－４月２日．P１７８

７）和田昭裕，木村美幸，木村貴弘，八尋錦之助，大串賢一，平山壽哉：ヘリコバクター・

ピロリの空胞化致死毒素（VacA）の空胞化作用とMAPキナーゼの活性化について．第７７

回日本細菌学会，大阪，２００４年４月１－３日．

８）西 義人，和田昭裕，中山真彰，大串賢一，山崎栄樹，河野 茂，平山壽哉：空胞化毒

素を阻害するヒト血清糖蛋白の同定．第７７回日本細菌学会，大阪，２００４年４月１－３日．

９）中山真彰，和田昭裕，大串賢一，西 義人，山崎栄樹，八尋錦之助，平山壽哉：H. pylori-

VacAの毒性発現における受容体と lipid raftの役割．第７７回日本細菌学会，大阪，２００４

年４月１－３日．

１０）上村春樹，加藤美枝，柳 哲雄，中澤秀介，神原廣二：Trypanosoma cruzi トランスシア

リダーゼの宿主細胞侵入における役割．第７３回日本寄生虫学会大会，群馬，２００４年４月

３－４日．

１１）神原廣二，吉永一未，前川芳秀，高木正洋，AAN Suryanata，H. L. Sekarningrat，I. K.
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Gerudug：インドネシア，ロンボク・スンバワ島におけるマラリアコントロール．第７３

回日本寄生虫学会大会，群馬，２００４年４月３－４日．

１２）前野芳正，中澤秀介，Le Duc Dao，Bui Quang Phuc，長嶋茂雄，佐々木 潤，Le Khanh

Tuan，谷口孝喜：熱帯熱マラリア感染におけるオステオポンチンの Th 1防御免疫への

関与について．第７３回日本寄生虫学会大会，群馬，２００４年４月３－４日．

１３）渡部幹次，菊池美穂子，岩崎啄也，Hoggen Chen，青木克己，平山謙二：日本住血吸

虫感染ミニブタにおけるγ線照射セルカリアのワクチン効果，第７３回日本寄生虫学会大

会，群馬，２００４年４月３－４日．

１４）藤巻康教，Nguyen Thi Viet Hoa，野田伸一，宇賀昭二，門司和彦，Le Dinh Cong，青

木克己：ベトナムハノイ近郊の村における家屋周囲の土壌と家屋内埃の Toxocara sp 虫

卵汚染状況 第７３回日本寄生虫学会大会，群馬，２００４年４月３－４日．

１５）高木秀和，伊藤 誠，Mirani V. Weerasooriya，藤巻康教，Mohammad Z. Islam，青柳

武則，木村英作：リコンビナント抗原を用いたバンクロフト糸条虫症の尿診断．第７３回

日本寄生虫学会大会，群馬，２００４年４月３－４日．

１６）永武 毅：ランチョンセミナー６ インフルエンザをめぐる最近の話題～予防から治療

まで～．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７日．

１７）渡邊 浩：シンポジウム２ １．薬剤耐性菌を含む呼吸器病原菌の家庭内伝播に関する分

子疫学的検討．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７日．P６４‐６５

１８）吉嶺裕之，大石和徳，池田秀樹，本田章子，永武 毅：肺炎球菌性下気道感染症の現況

〈全国多施設共同研究結果報告〉．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－

７日．P７６

１９）麻生憲史，渡邊 浩，星野和彦，渡邊貴和雄，大石和徳，永武 毅，杉田麟也：Morax-

ella catarrhalisの家庭内伝播に関する分子疫学的解析．第７８回日本感染症学会総会，東

京，２００４年４月６－７日．P７６

２０）古本朗嗣，山領 豪，大石和徳，永武 毅，川上健司，真崎宏則：第３世代 ELISAを

用いて慢性呼吸器疾患患者の肺炎球菌ワクチン接種前後での血清中肺炎球菌莢膜ポリ

サッカライド（CPS）IgGの検討．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７

日．P１１４

２１）齋藤麻理子，大石和徳，本田章子，永武 毅：デングウイルス感染症における Plateletas-

sociated IgG, の臨床的意義．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７日．

P１２１

２２）本田章子，大石和徳，齋藤麻理子，永武 毅：最近のフィリピン・メトロマニラにおけ

る小児デングの臨床像．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７日．P１９４
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２３）川上健司，小山和彦，川添金雄，黒木麗喜：Bacillus cereusによる敗血症１１症例の検討．

第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７日．P１８７

２４）小山和彦，川添金雄，黒木麗喜，川上健司：当院における Klebsiella pneumoniae敗血症

９症例の検討．第７８回日本感染症学会総会，東京，２００４年４月６－７日．P１８７

２５）渡邊 浩，星野和彦，麻生憲史，大石和徳，永武 毅：肺炎球菌，インフルエンザ菌の

親子間伝播に関する分子疫学的検討．第１０１回日本内科学会総会，東京，２００４年４月８

－１０日．P１５１

２６）大石和徳：ランチョンセミナー �．呼吸器感染症ワクチン：その現在と未来．第７９回

日本結核病学会総会，名古屋，２００４年４月２０－２１日．

２７）一ノ瀬昭豊，カムルディンアハメド，渡邊貴和雄，大石和憲，和泉伸一，寺井陽子，和

田昭裕，平山壽哉，永武 毅：細菌，ウイルスの観察手技法の一例．第２０回医学生物学

電子顕微鏡技術学会学術講演会・微生物観察のための電顕技法シンポジウム，大阪，

２００４年４月２３－２５日．

２８）石田正之，古本朗嗣，山領 豪，大石和徳，永武 毅，柳 哲雄，神原廣二：海外渡航

後ランブル鞭毛虫，クリプトスポリジウム，ブラストシスチスの３原虫感染を認めた１

例．第２６５回日本内科学会九州地方会，沖縄，２００４年５月２２日．P３５

２９）石田正之，麻生憲史，土橋佳子，調 漸，大石和徳，永武 毅：Pergolide投与により

胸水貯留を来したと考えられる Parkinson病の１例．第２６５回日本内科学会九州地方会，

沖縄，２００４年５月２２日．P３８

３０）栗田伸一，寺田真由美，池田喜彦，劉 中誠，永武 毅：繰り返す閉塞性肺炎により発

見された気管支内軟骨性過誤種の１例．第２６５回日本内科学会九州地方会，沖縄，２００４

年５月２２日．P４０

３１）池田秀樹，小山 純，大石和徳，永武 毅，鬼塚正三郎：肺炎球菌（type３）の気道免

疫における特異抗体（CPS抗体，PspA抗体）誘導と樹状細胞の動態について．第２４回

気道分泌研究会，北海道，２００４年５月２９日．

３２）鳥山 寛，千馬正敬：ケニアにおけるＢ型肝炎ウィルス表面抗原亜型（HBsAg subtype）

の分布．第４１回日本アフリカ学会学術大会，春日井，２００４年５月２９－３０日．

３３）渡邊貴和雄，吉嶺裕之，大石和徳，渡邊 浩，永武 毅：呼吸器感染症患者より分離さ

れた肺炎球菌の各種抗菌剤に対する感受性及び血清型の検討．第５２回日本化学療法学会

総会，沖縄，２００４年６月３－４日．P１１８

３４）渡邊 浩，渡邊貴和雄，大石和徳，永武 毅：ベトナムにおける小児上気道由来と髄液

由来インフルエンザ菌の薬剤感受性と分子疫学的検討．第５２回日本化学療法学会総会，

沖縄，２００４年６月３－４日．P１２４
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３５）寺田真由美，栗田伸一，水城恒隆，池田喜彦，大石和徳，永武 毅：CO２ナルコーシ

スを呈した僧帽弁腱索断裂の一例．第５２回日本呼吸器学会九州地方会春季学会，福岡，

２００４年６月５日．P３３

３６）土橋佳子，本村和嗣，渡邊貴和雄，大石和徳，永武 毅：Mycobacterium xenopi による

肺非結核性抗酸菌症の１例．第５２回日本呼吸器学会九州地方会春季学会，福岡，２００４年

６月５日．P４５

３７）石田正之，土橋佳子，大石和徳，永武 毅，安部邦子，林徳眞吉，北市正則，宇野勝次：

モンテルカストによる薬剤性好酸球性肺炎の一例．第５２回日本呼吸器学会九州地方会春

季学会，福岡，２００４年６月５日．P４７

３８）小山和彦，黒木麗喜，川添金雄，川上健司：経鼻胃チューブ抜去と嚥下訓練で鼻咽腔閉

鎖不全が改善した１例．第５２回日本呼吸器学会九州地方会春季学会，福岡，２００４年６月

５日．P６９

３９）川上健司，小山和彦，川添金雄，黒木麗喜：間質性肺炎治療中に発症したノカルジア症

の１例．第５２回日本呼吸器学会九州地方会春季学会，福岡，２００４年６月５日．P３９

４０）重松和人，西田教行，中谷 晃，入江準二，田口 尚，鳥山 寛，高原 耕：プリオン

感感染腎における特異遺伝子発現の検討．第９３回日本病理学総会，札幌，２００４年６月９

－１１日．

４１）馬 紹平，森田公一，牧野芳大，小河正雄：北部九州で分離された日本脳炎ウイルス

（GIII）株の３’NCRに存在する欠損の variation．第３９回日本脳炎ウイルス生態学研究

会，神戸，２００４年６月１７－１８日．

４２）井上真吾，マリアＴ．アロンゾ，フローレンシオＰ．タデナ，ロナルドＲ．マティアス，

フィリピナスＦ．ナティビダド，森田公一：フィリピンにおける日本脳炎発生の季節性

について，第３９回日本脳炎ウイルス生態学研究会，神戸，２００４年６月１７－１８日．

４３）黒澤八重，山本 晃，木城きくか，中山幹男，小川哲郎，井上真吾，高崎智彦，森田公

一，倉根一郎：ハイドロキシアパタイト－ナイロン複合ビーズを用いた抗デングウイル

ス IgMの検出，第３９回日本脳炎ウイルス生態学研究会，神戸，２００４年６月１７－１８日．

４４）マンモハン パリダ，堀岡宏平，石田裕之，井上真吾，森田公一：リアルタイム RT-LAMP

法を用いたデングウイルス各血清型別迅速診断法の開発，第３９回日本脳炎ウイルス生態

学研究会，神戸，２００４年６月１７－１８日．

４５）石田正之，古本朗嗣，山領 豪，大石和徳，永武 毅：インド渡航後にジアルジア，ク

リプトスポリジウム，ブラストシスチスの３原虫感染を認めた１例．第１５回日本臨床寄

生虫学会，東京，２００４年６月１９日．P３１

４６）大石和徳：ランチョンセミナー 新興呼吸器ウイルス感染症とその対応．第４０回日本小
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児放射線学会，長崎，２００４年６月２５日．

４７）山崎栄樹，和田昭裕，中山真彰，西 義人，平山壽哉：H. pylori VacAの細胞特異性お

よび作用機序に関する研究．第５１回毒素シンポジウム，長崎，２００４年７月７－９日．

４８）和田昭裕，八尋錦之助，平山壽哉：所属は別紙に添付 H. pyloriが産生する VacAが結合

するのに重要な RPTPβの細胞外領域について．第５１回毒素シンポジウム，長崎，２００４

年７月７－９日．

４９）大石和徳：ランチョンセミナー 慢性肺疾患の急性増悪と感染症．第４４回臨床呼吸機能

講習会，福岡，２００４年８月２６日．

５０）馬 紹平，森田公一，只野昌之，牧野芳大，小河正雄：日本で伝播している日本脳炎ウ

イルスの変遷１９３５－２００２，第４１回日本ウイルス学会九州支部総会，福岡，２００４年９月３

－４日．

５１）Wei-Feng Tang, Yuki Eshita, Masayuki Tadano, Kouichi Morita, Yoshihiro Makino:

Molecular basis for adaptation of a dengue type-4/Japanese encephalitis chimeric virus to Vero

cells．第４１回日本ウイルス学会九州支部総会，福岡，２００４年９月３－４日．

５２）中村三千男，高田‐八尋真希，藤井仁人：特異的塩基配列を求める GTミスマッチ DNA

結合蛋白質．第７７回日本生化学会大会，京都，２００４年１０月１３－１６日．

５３）馬 紹平，森田公一，只野昌之，小河正雄：日本で伝播している日本脳炎ウイルスの変

遷１９３５－２００２．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

５４）井上真吾，Alonzo Maria Tet，Tadena florencio P.，Matias Ronald R.，Natividad Filipi-

nas F，森田公一：フィリピンにおける日本脳炎について．第４５回日本熱帯医学会大会，

東京，２００４年１０月１５－１６日．

５５）菊地三穂子，Huong Vu Thi Que，Ngu Vu Thien Thu，Tham Vo Dinh，Dat Tran Van，

Ha Do Quang，森田公一，平山謙二：デング出血熱の重症化を決定する宿主要因の解

析．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

５６）Islam Mohammed A.，Ahmed Muzahed U.，Begum Nasima，Chowdhury Naseem A.，

Khan Afjal H.，Parquet Maria del C.，Bipolo Sophie，Hasebe Futoshi，Suzuki Yasuo，

Morita Kouichi: Status of Currently Circulating Dengue Virus Responsible for the Epidemicin

Bangladesh in the Year 2002．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

５７）Parida Manmohan，Minekawa Harumi，Notomi Tsugunori，Inoue Shingo，Hasebe

Futoshi，Morita Kouichi: Real-Time Reverse Transcription Loop Mediated Isothermal Ampli-

fication (RT-LAMP) Assay as a Rapid Diagnostic Tool for Emerging Viruses．第４５回日本熱帯

医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

５８）Yu Fuxun，Inoue Shingo，Le Mai Quynh，Thai Hong Thi Cam，Hasebe Futoshi，Morita
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Kouichi : N-Terminus Truncated Recombinant SARS Coronavirus Nucleocapsid Protein-Based

ELISA is more Specific for Serodiagnosis of SARS．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４

年１０月１５－１６日．

５９）神原廣二，吉永一未，高木正洋，前川芳秀，Gerudug, I. K.，Suryanatha AAN，Yam

Iskandar，Dachlan, Y. P.：インドネシア国ロンボク，スンバワ島におけるマラリア疫

学．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

６０）神原廣二，吉永一未，高木正洋，前川芳秀，Gerudug, I. K.，Suryanatha AAN，Yam

Iskandar，Dachlan, Y. P.：インドネシア国ロンボク，スンバワ島におけるマラリアコ

ントロール．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

６１）中澤秀介，Le Duc Dao，Nguyen Van Tuan，Nguyen Duc Giang，Truong Van Hanh，

砂原俊彦，山本太郎，門司和彦：ベトナム少数民族居住地における５週間のマラリア累

積罹患リスク．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

６２）木村英作，伊藤 誠，Weerasooriya Mirani V.，藤巻康教，Islam Mohammad Z，青柳

武法，磯貝芳徳：リンパ系フィラリア症の低感染地における，尿 ELISAによる集団治

療効果のモニタリング 第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５～１６日．

６３）藤巻康教，Hoa Nguyen Thi Viet，野田伸一，宇賀昭二，Thuan Le Khanh，Cong Le Dinh，

青木克己，門司和彦：ベトナムハノイ近郊における土壌媒介寄生虫の伝播疫学研究：野

菜および手指爪垢の寄生虫卵による汚染状況．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４

年１０月１５－１６日．

６４）鳥山 寛，千馬正敬，熊取厚志，森内俊之，藤田修一：タイ北部の陰茎癌における HPV

遺伝子型分布の特異性．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

６５）大石和徳，中村哲也：シンポジウム�‐０ 熱帯現地で学ぶ臨床熱帯医学「司会の言葉」．

第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．P２７

６６）齊藤麻理子，大石和徳：シンポジウム�‐５ デング重症化機序の解明を目指して．第４５

回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．P３２

６７）加地千春，渡辺 浩，渡辺貴和雄，大石和徳，永武 毅：１５ ベトナムにおける小児上

気道由来と髄液由来インフルエンザ菌に対する分子疫学的検討．第４５回日本熱帯医学会

大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．P７５

６８）浜田芳樹，嶋田雅曉，門司和彦：ビルハルツ住血吸虫症の虫卵排泄数変動を予測する数

理モデルとシミュレーション．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

６９）安高雄治，門司和彦，Ali Foum Mgeni，Alipo Naim Khamis，嶋田雅曉：ザンジバル北

部住民における水接触行動と住血吸虫症に関する知識．第４５回日本熱帯医学会大会，東

京，２００４年１０月１５－１６日．
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７０）David Warunge Muriu，Kazuhiko Moji: Daily Variation of Schistosoma haematobium Egg Ex-

cretion．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

７１）藤巻康教，Hoa Nguyen Thi Viet，野田伸一，宇賀昭二，Thuan Le Khanh,Cong Le Dinh，

青木克己 門司和彦：ベトナムハノイ近郊における土壌媒介寄生虫の伝播疫学研究：野

菜および手指爪垢の寄生虫卵による汚染状況．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４

年１０月１５－１６日．

７２）Yawo Dotse Afetse，Kazuhiko Moji: Problems in Dracunculiasis Eradication Activities in

Ogou District, Togo．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

７３）中澤秀介，Le Duc Dao，Nguyen Van Tuan，Nguyen Duc Giang，Truong Van Hanh，

砂原俊彦，山本太郎，門司和彦：ベトナム少数民族居住地における５週間のマラリア累

積罹患リスク．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

７４）徳永瑞子，門司和彦，大石和代，中尾優子，山崎真紀子：中央アフリカ共和国の出生児

体重の軽量化と HIVの影響．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４年１０月１５－１６日．

７５）蔡 国喜，金田英子，嶋田雅曉，門司和彦：性行為感染症及び HIV/AIDSに関する中国

福建省福州市の臨床医を対象にした KAP研究．第４５回日本熱帯医学会大会，東京，２００４

年１０月１５－１６日．

７６）大石和徳：シンポジウム３ 肺炎球菌ワクチンの現状と課題．第５３回日本感染症学会東

日本地方総会 第５１回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会，新潟市，２００４年１０月

２１－２２日．

７７）渡邊 浩：シンポジウム［�］新興感染症の予防と対策．第４２回日本社会保険医学会総

会，熊本市，２００４年１１月１１日．

７８）吉嶺裕之：シンポジウム２‐１ 成人市中肺炎の現状と問題点〈肺炎球菌の薬剤耐性の推

移〉．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，

福岡，２００４年１１月１１－１２日．P５０

７９）古本朗嗣，大石和徳，永武 毅，末安禎子，相澤久道，岩永知秋：A‐２‐２ 慢性呼吸器

疾患患者の急性増悪に対する肺炎球菌ワクチンとインフルエンザワクチンの併用効果の

検討．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，

福岡，２００４年１１月１１－１２日．P５７

８０）松木 啓，真崎宏則，池田秀樹，鬼塚智子，光嶋博昭，倉本剛史，大石和徳，永武 毅：

A‐２‐３ Piperacillin-Amoxicillinスイッチ療法の有用性に関する検討．第５６回日本結核病

学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２

日．P５８

８１）中間貴弘，田代尚樹，天野秀明：B‐１‐５ 結節影と湿潤影の混在した画像所見を呈した
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肺クリプトコッカス症の１例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸

器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P６３

８２）川上健司，小山和彦，原田義高，黒木麗喜，高橋孝郎：B‐６‐４ 長期間の増大する経過

が明らかであった慢性結核性膿胸の１例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３

回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P７５

８３）石田正之，鈴木 基，天野秀明，川原史生，北市正則，大石和徳：C‐５‐１ PCPS（V-V

ECMO）を用い救命しえた ARDSの一例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３

回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P８６

８４）石田正之，米田 愛，土橋佳子，大石和徳：C‐５‐２ Mycoplasma pneumoniae感染によ

り生じたと考えられる ARDSの一例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回

日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P８６

８５）本田章子，本村和嗣，土橋佳子，大石和徳：C‐６‐１ 特発性肺胞蛋白症に GM-CSF吸入

療法を行った２症例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九

州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P８８

８６）高木理博，栗田伸一，森 良孝，池田喜彦，竹林茂夫，大石和徳，永武 毅：C‐６‐２

透析治療中に両側肋骨転移で発見された混合型肝癌の一剖検例．第５６回日本結核病学会

九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．

P８８

８７）寺田真由美，土橋佳子，大石和徳：C‐６‐３ 慢性咳嗽を契機に発見されたランゲルハン

ス細胞組織球症の一例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会

九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P８９

８８）古本朗嗣，大石和徳，永武 毅，立石洋平：C‐７‐１ 多発反復する肺血栓症を合併した

クローン病の一例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州

地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P９０

８９）中間貴弘，田代尚樹，天野秀明：C‐７‐２ 肺結節影にて精査し Pseudolymphomaと診断

した１例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総

会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P９０

９０）小山和彦，原田義高，黒木麗喜，川上健司，高橋孝郎：C‐７‐３ 嚥下障害に対し喉頭気

管離断術を施行した２症例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器

学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P９１

９１）倉本剛史，土橋佳子，吉嶺裕之，山領 豪，渡辺貴和雄，渡辺 浩，大石和徳：A‐６‐２

COPDの急性増悪に関する臨床的検討．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３

回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P１０３
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９２）中間貴弘，田代尚樹，天野秀明：A‐６‐３ 人工鼻を用いた人工呼吸器管理中の患者の気

道内加湿についての検討．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学

会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月１１－１２日．P１０４

９３）中間貴弘，田代尚樹，天野秀明：B‐８‐５ 慢性咳嗽を主訴に来院した夏型過敏性肺臓炎

の１例．第５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，

福岡，２００４年１１月１１－１２日．P１１０

９４）中間貴弘，田代尚樹，天野秀明：B‐９‐５ 当院の NSIP２症例の治療経験．第５６回日本

結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，２００４年１１月

１１－１２日．P１１３

９５）中間貴弘，田代尚樹，天野秀明：B‐１２‐１ 肺癌診療における超音波検査の有用性．第

５６回日本結核病学会九州地方会総会 第５３回日本呼吸器学会九州地方会総会，福岡，

２００４年１１月１１－１２日．P１１８

９６）門司和彦，浜田芳樹，嶋田雅曉，青木克己，渡部幹次，N.Muhoho，M.Karama：ケニ

ア沿岸州の１村落におけるビルハルツ住血吸虫虫卵排泄数の月間変動．第６９回日本民族

衛生学会総会，東京，２００４年１１月１１－１２日．

９７）金田英子，Boungnong Boupha，Tiengkham Pongvongsa，嶋田雅曉，門司和彦：ラ

オス・ドンバング村での水容器中デングウイルス媒介蚊幼虫発生の季節変化．第６９回日

本民族衛生学会総会，東京，２００４年１１月１１－１２日．

９８）鷹居樹八子，本田純久，高村 昇，草野洋介，安部恵代，金ヶ江光生，門司和彦，青柳

潔：訪問看護サービスを利用している高齢女性における転倒恐怖感に関する要因．第

６９回日本民族衛生学会総会，東京，２００４年１１月１１－１２日．

９９）阿部朋子，安高雄治，門司和彦，嶋田雅曉，森 淑江：パキスタン・パンジャーブ州農

村部における女性の生活パタンと社会的役割．第６９回日本民族衛生学会総会，東京，２００４

年１１月１１－１２日．

１００）中尾優子，門司和彦，大石和代：出産後初回授乳時間の母乳栄養継続等への影響．第６９

回日本民族衛生学会総会，東京，２００４年１１月１１－１２日．

１０１）中尾理恵子，田原靖昭，門司和彦：青少年期における喫煙行動と認識の関連．第６９回日

本民族衛生学会総会，東京，２００４年１１月１１－１２日．

１０２）北畠正大，安井文彦，井上真吾，森田公一，鮫島由紀恵，村井 深，水野喬介，木所

稔，志田壽利，橋本真一，松島綱治，小原道法：ワクシニアウイルス弱毒株 LC１６m８

株を用いた SARSワクチンの開発．第５２回日本ウイルス学会，横浜，２００４年１１月２１－２３

日．

１０３）名和 優，赤塚俊隆，高崎智彦，倉根一郎，森田公一，只野昌之：日本脳炎ウイルス
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Edomain�および�の境界領域のエピトープに対する中和単クローン抗体は，弱酸性条

件での分子構造変化を制御した．第５２回日本ウイルス学会，横浜，２００４年１１月２１－２３日．

１０４）馬 紹平，森田公一，只野昌之，牧野芳大：日本で伝播している日本脳炎ウイルスの変

遷１９３５－２００２．第５２回日本ウイルス学会，横浜，２００４年１１月２１－２３日．

１０５）Parida Manmohan，Inoue Shingo，Morita Kouichi: Rapid Detection and Differentiation of

Dengue Virus Serotypes Real-Time Reverse TranscriptionLoop Mediated Isothermal Amplifica-

tion．第５２回日本ウイルス学会，横浜，２００４年１１月２１－２３日．

１０６）Thai Hong Thi Cam，Parida Manmohan，Hasebe Futoshi，Morita Kouichi: Development

and Evaluation of a Novel Loop Mediated Isothermal Amplification (LAMP) Method for Rapid

Detection of SARS Corona Virus．第５２回日本ウイルス学会，横浜，２００４年１１月２１－２３日．

１０７）Yu Fuxun，Inoue Shingo，Thai Hong Thi Cam，Hasebe Futoshi，Morita Kouichi: Iden-

tification of in-apparent infection of SARS corona virus among close contactors of SARS patients

in Vietnam．第５２回日本ウイルス学会，横浜，２００４年１１月２１－２３日．

１０８）永武 毅，吉田真一：シンポジウム これから問題となる感染症の集団発生にどう対応

するか．第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１月２５－２６日．P３３

１０９）大石和徳：シンポジウム これから問題となる感染症の集団発生にどう対応するか １．

SARS対策．第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１月２５－２６日．P

３４

１１０）古本朗嗣，山領 豪，渡辺 浩，大石和徳，永武 毅：１ 慢性呼吸器疾患患者におけ

る肺炎球菌ワクチン（PV）接種前後の経時的血清型特異的莢膜ポリサッカライド

（CPSIgG）濃度の推移の検討．第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年

１１月２５－２６日．P４５

１１１）土橋佳子，吉嶺裕之，渡辺 浩，大石和徳，永武 毅：１３ 治療に難渋したMRSA化

膿性脊椎炎．第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１月２５－２６日．P

５１

１１２）齊藤麻理子，本田章子，大石和徳，永武 毅：２０ デング二次感染症の重症化と PAIgM．

第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１月２５－２６日．P５４

１１３）石田正之，寺田真由美，池田秀樹，土橋佳子，吉嶺裕之，麻生憲史，大石和徳，永武

毅：３１ 当院における最近５年間のマラリア症例の検討－血小板減少を中心として－．

第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１月２５－２６日．P６０

１１４）石田正之，吉嶺裕之，渡辺 浩，大石和徳，永武 毅：３３ 当院における travel clinic

の現状と問題点．第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１月２５－２６日．

P６１
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１１５）土橋佳子，石田正之，渡辺 浩，渡辺貴和雄，大石和徳，永武 毅，弦本敏行：E.coli

による壊死症筋膜炎の一例．第７４回日本感染症学会西日本地方会総会，島根，２００４年１１

月２５－２６日．P７１

１１６）大石和徳：特別講演 新興呼吸器ウイルス感染症とその対応．第５６回日本気管食道科学

会総会，東京，２００４年１１月２５－２６日．P４１

１１７）森田公一：ベトナムにおける新しい神経病原性アルボウイルスの発見．第３９回九州微生

物研究会，福岡，２００４年１２月１７日．

１１８）森田公一，福家 功：西ナイルウイルスのワクチン開発，特定研究班会議，東京，２００５

年１月７－９日．

１１９）小山 純，鬼塚正三郎，栗田伸一，大石和徳：インフルエンザ桿菌による気道免疫誘導

機構の解明．第４回肺分子病態研究会，福岡，２００５年１月１５日．
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９．３ 国際会議における研究発表

１）Koyama J, Oishi K, Onizuka S, Kurita S, Nagatake T: Dendritic Cell Influx and P 6-Specific

Adaptive Immunity in the Lung after Air Way Challenge of H. influenzae outer Membrane Pro-

tein. American Thoracic Society International Conference. May 21-26, 2004, Orland, Florida, U.

S.A.

２）Watanabe H, Asoh N, Watanabe K, Oishi K, Nagatake T: Antimicrobial Susceptibility and

Genetic Characteristics of Haemophilus influenzae Isolated from Sputum from Respiratory Tract

Infections Between 1987 and 2000, Including-Lactamase-Negative Ampicillin-Resistant Strains.

104th American Society for Microbiology General Meeting. May 23-27, 2004, New Orleans, Lou-

isiana, U.S.A.

３）Toshiya Hirayama, Blanquita B. De Guzman, Masaaki Nakayama, Kinnosuke Yahiro,

Akihiro Wada, Yoshito Nishi, Takeshi Azuma, and Joel Moss: Acid and alkali-treatments

of Helicobacter pylori m 2 VacA increased its receptor binding and enhanced toxicity on gastric

cell line AZ-521. 104 th General Meeting of American Society for Microbiology, May 23-27,

2004, New Orleans, LA, U.S.A.

４）Kenji Hirayama: Immunogenetic analysis of severe forms of parasitic disease. The 2nd Vietnam-
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１７）平山謙二：マラリアワクチン及び薬剤開発に関する研究．平成１５年度厚生労働省国際医

療協力研究委託費研究報告集，国立国際医療センター，pp．４１５－４１６，２００４，

１８）平山謙二，菊池三穂子，柳 哲雄，北 潔，木村彰方，安波道郎，中西憲司，猪子英俊，

松田 肇，千種雄一，奈良武司，金子 明，新川 武：シャーガス病の病態に関する免

疫遺伝学的研究．長崎大学熱帯医学研究所（全国共同利用研究所）平成１５年度（２００３）

共同研究報告集，pp．８７－９２，２００４．

１９）大渡 伸，藤巻康教，熊取厚志，鳥山 寛，金田英子，奥村 寛：紫外線（UV－B）

照射と生体免疫能の関連．長崎大学熱帯医学研究所（全国共同利用研究所）平成１５年度

（２００３）共同研究報告集，pp．９３－９５，２００４．

２０）平山謙二：住血吸虫研究に関する情報交換，共同研究の推進 アジアの住血吸虫研究

ネットワーク会議． 長崎大学熱帯医学研究所（全国共同利用研究所）平成１５年度（２００３）

共同研究報告集，pp．１２２－１２８，２００４．

２１）内田英二，梅村和夫，平山謙二，光石忠敬（出席者）：IRBの役割とあり方を考える．

薬事日報（２００４年９月１０日付）：９９６５号，pp．１２－１６．２００４．
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１０ 講 演 会

１０．１ 熱帯医学研究所における所外講師による講演

１）回虫幼虫の発育・脱皮に必要なブタ回虫無機リン酸ピロフォスファターゼ

辻 尚利（独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構 動物衛生研究所）

２００５年２月１８日，長崎大学熱帯医学研究書 小会議室

２）１．Evaluation of risks and benefits

２．Organization of ethics review

３．lssues in international research ethics

Reidar K. Lie: (Department of Philosophy,University of Bergen, Bergen, Norway)

International Course on Research Ethics, Pompe Hall, Nagasaki University, Japan

July 26-28, 2004

３）Principles of Bioethics

David Wendler: (NIH, Bethesda, MD, USA)

International Course on Research Ethics, Pompe Hall, Nagasaki University, Japan

July 26-28, 2004

４）International Course on Research Ethicsにて生命倫理・安全対策等についての討論会

中村秀文（国立成育医療センター）

佐藤 博（新潟大学医学部）

楊河宏章（徳島大学医学部臨床試験管理センター）

松井健志（滋賀医科大学）

２００４年７月２６日－２８日

５）Analysis of patients with SARS in Vietnam

Takehiko Sasazukin: (International Medical Center of Japan)

November 25-27, 2004, Nagasaki Symposium On Tropical and Emerging Infectious Diseases and

JSPS Workshop On Infectious Diseases in Vietnam, 21c COE Program Global Control Strategy

of Tropical and Emerging Infectious Diseases, Nagasaki University, Nagasaki, Japan.

６）Identification of novel gene from Schistosoma japonicum by EST strategy and DNA vaccination

Zhong-dao Wu: (Department of Parasitology, the Pre-Clinical School, Sun Yat-Sen University,

uangzhou 510089, China)

November 25-27, 2004, Nagasaki Symposium On Tropical and Emerging Infectious Diseases and

JSPS Workshop On Infectious Diseases in Vietnam, 21c COE Program Global Control Strategy
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of Tropical and Emerging Infectious Diseases, Nagasaki University, Nagasaki, Japan.

７）Malaria research and the requirements of disease control

Walther H. Wernsdorfer: (Division of Specific Prophylaxis and Tropical Medicine, Center for

Physiology and Pathophysiology, Medical University of Vienna, Austria)

November 25-27, 2004, Nagasaki Symposium On Tropical and Emerging Infectious Diseases and

JSPS Workshop On Infectious Diseases in Vietnam, 21c COE Program Global Control Strategy

of Tropical and Emerging Infectious Diseases, Nagasaki University, Nagasaki, Japan.

８）A better understanding of the pathogenesis of severe malaria is essential to reducing malaria-

associated mortality in African children

Bartholomew D. Akanmori: (Immunology Unit, Noguchi Memorial Institute for Medical Re-

search, University of Ghana, Ghana)

November 25-27, 2004, Nagasaki Symposium On Tropical and Emerging Infectious Diseases and

JSPS Workshop On Infectious Diseases in Vietnam, 21c COE Program Global Control Strategy

of Tropical and Emerging Infectious Diseases, Nagasaki University, Nagasaki, Japan.

９）Plasmodium mitochondria as a target of chemotherapy.

Kiyoshi Kita: (Department of Biomedical Chemistry, Graduate School of Medicine, The Univer-

sity of Tokyo)

November 25-27, 2004, Nagasaki Symposium On Tropical and Emerging Infectious Diseases and

JSPS Workshop On Infectious Diseases in Vietnam, 21c COE Program Global Control Strategy

of Tropical and Emerging Infectious Diseases, Nagasaki University, Nagasaki, Japan.

１０）What is Product Development and why it is important of TDR?

Juntra Karbwang (Clinical Coordinator WHO/TDR)

第２９回日本熱帯医学会九州支部大会（－熱帯病の地球規模制御戦略－）シンポジウム，

２００５年１月２１日－２２日，長崎大学医学部ポンペ会館，長崎

１１）Malaria transmission-blocking vaccine development: Post-genome approach (Cell-Free Science

and Technology Research Center, Ehime University, Japan)

Takafumi Tsuboi

２００５年１月２１日－２２日（金），第２９回日本熱帯医学会九州支部大会（－熱帯病の地球規

模制御戦略－）長崎大学，長崎

１２）インターロイキン１８と自然型アトピー

中西憲司（兵庫医科大学・免疫学医動物学）

２００５年２月１８日，長崎大学ポンペ会館，長崎
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１０．２ 熱帯医学研究所教官による講演

１）呼吸器感染症における今日的問題と予防・治療～小児から高齢者まで～

永武 毅

第１３２回筑豊小児科医会勉強会

２００４年４月８日，飯塚市

２）呼吸器感染症の今日的問題と対応－小児から高齢者まで－

永武 毅

鹿児島市医師会学術講演会

２００４年５月７日，鹿児島市

３）熱帯医学とケニアに於ける住血吸虫症対策

青木 克己

愛媛大学医学部特別講義

２００４年５月１８日，松山

４）熱帯医学と住血吸虫症対策

青木 克己

九州大学医学部特別講義

２００４年５月３１日，福岡

５）新興・再興感染症研究の現状と課題

森田 公一

科学技術研究に関する報告会

２００４年６月３日，財務省，東京

６）A new strategy for control of schistosomiasis ― studies on a trap for miracidia

青木 克己

帯広畜産大学原虫病研究センター特別講義

２００４年６月１０日，帯広

７）Genetic study on Dengue Hemorrhagic Fever in Viet Nam

Hirayama Kenji

Pasteur Institute HochMinh City Seminer

June 13-19, 2005, Pasteur Institute Ho Ch Minh City, Viet Nam

８）食品と寄生虫

藤巻 康教

徳島大学医学部栄養学科，講義と実習
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２００４年６月２３日，徳島

９）Synergistic Effect of two susceptible genetic markers of Schistosomal liver fibrosis in China

Hirayama Kenji

中国江西省寄生虫研究所セミナー

２００４年７月１３－１６日，南昌，中華人民共和国

１０）日本脳炎ウイルスをとりまく最近の知見

森田 公一

日本脳炎に関する専門家ヒアリング会議

２００４年７月２３日，東京

１１）熱帯病の脅威とその対策

青木 克己

八幡医師会講演会

２００４年８月５日，八幡

１２）Genetic Susceptibility to Parastic Infectious Diseases

Kenji Hirayama

August 7, 2004, Chieng Mai University, Chieng Mai, Thailand

１３）Genetic Susceptibility to Parasitic Infectious Diseases

Kenji Hirayama

特別講義

August 11, 2004, Faculty of Allied Health Sciences, Thammasat University, Bangkok, Thailand

１４）理容業における公衆衛生と感染症対策

渡邊 浩

理容業における公衆衛生と感染症対策についての勉強会

２００４年８月２０日，長崎

１５）IRBの役割とあり方を考える（座談会）

平山 謙二

２００４年８月２４日，山の上ホテル，東京

１６）感染症の重症化遺伝子

平山 謙二

第４１回日本ウイルス学会九州支部総会

２００４年９月３－４日，福岡県歯科医師会館，福岡

１７）空間疫学分析における統計解析環境 Rの活用

谷村 晋
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東京大学空間情報科学研究センター第７回年次シンポジウム

２００４年９月１０日，東京

１８）熱帯医学総論と住血吸虫症対策

青木 克己

京都大学医学部特別講義

２００４年９月１３日，京都

１９）慢性呼吸器疾患患者の急性増悪に対する肺炎球菌ワクチンとインフルエンザワクチンの

併用効果の検討

古本 朗嗣

第２回長崎感染症予防研究会

２００４年１０月１日，長崎

２０）肺炎球菌の耐性化と血清型分布－成人呼吸器感染症共同研究グループの成績を中心とし

て－

吉嶺 裕之

第５回肺炎球菌ワクチン研究会

２００４年１０月１５日，東京

２１）熱帯感染症の重症化遺伝子

平山 謙二

４大学感染症連絡会議

２００４年１０月２１日，九州大学，福岡

２２）熱帯病：無視された病気

青木 克己

国立大学附置研究所・センター シンポジウム

日本と世界に於ける感染症の現状と日本の研究活動

２００４年１０月２９日，大阪

２３）感染症疫学について感染症疫学，海外渡航の心構え

渡邊 浩

長崎県看護協会研修会

２００４年１１月６日，諫早

２４）東南アジアにおける熱帯病の現状と対策

平山 謙二

２００５年１１月１５日，京都府立医科大学，京都

２５）ウエストナイル熱について
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森田 公一

平成１６年度大村市医師会学術講演会，

２００４年１１月１７日，大村

２６）呼吸器感染症の最近の話題～インフルエンザと SARSの見分け方～

渡邊 浩

中部地区医師会学術講演会

２００４年１１月１８日，沖縄

２７）最近のインフルエンザの動向について

大石 和徳

管内地域保健関係者研修会

２００４年１１月１９日，長崎（西彼保健所）

２８）いまどきの感染症について－インフルエンザ，SARS，HIV，結核など－

大石 和徳

平成１６年度長崎市民健康大学

２００４年１１月２４日，長崎

２９）新興ウイルス性呼吸器感染症への対応

大石 和徳

山口県呼吸器感染・院内感染研究会

２００４年１１月２６日，山口

３０）Field evaluation of spatial repellency with metofluthrin impregnated resin strip against mosquito

in Hai Phong City, Viet Nam

川田 均

First Symposium of Yangming and Nagasaki Universities, 2004

２００４年１１月２９日，長崎

３１）Tropical disease threat to global health Role of Institute of Tropical Medicine, Nagasaki Univer-

sity

青木 克己

第一回陽明大学－長崎大学学術交流シンポジウム

２００４年１１月２９日，長崎

３２）現代ウイルス感染症

森田 公一

国際保健医療交流センター，第１回 薬剤耐性病原体の実験診断（�）コース

２００４年１２月１４日，熊本
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３３）現代細菌感染症，肺炎に対する抗生物質の適正使用ガイドライン

大石 和徳

第１回 薬剤耐性病原体の実験必診断（�）コース

２００４年１２月１６日，熊本

３４）空間疫学の手法と将来の展望

The Applied Statistics Workshop 2004

谷村 晋

２００５年１月７日，東京

３５）熱帯における新しい脳炎ウイルスの発見

森田 公一

日本学術会議九州・沖縄地区学術講演会（２１世紀の日本と長崎の科学研究～最前線の科

学者から若者たちへ～）

２００５年１月１６日，長崎大学医学部記念講堂，長崎

３６）西ナイル熱ワクチン

森田 公一

第２９回日本熱帯医学会九州支部会

２００５年１月２１～２２日，長崎大学医学部ポンペ会館，長崎

３７）Vaccine and Diagnostic tool development for Schistosomiasis control.

平山 謙二

第２９回日本熱帯医学会九州支部大会（－熱帯病の地球規模制御戦略－）シンポジウム，

（プログラム p５）

２００５年１月２１－２２日，長崎大学医学部ポンペ会館，長崎

３８）ウエストナイル熱の臨床，治療，ワクチン

森田 公一

北部九州三県動物由来感染症研修会

２００５年１月２７日，ホテルレガロ福岡，福岡

３９）熱帯医学と住血吸虫症対策

青木 克己

東京医科歯科大学医学部特別講義

２００５年２月４日，東京

４０）Liver Pathology

Toriyama Kan

Dept. of Pathology, Chiang Mai University
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February 8, 2004, Chiang Mai

４１）ウエストナイル脳炎ワクチンの開発について

森田 公一

長崎県平成１６年度結核・感染症研修会，

２００５年２月９日，長崎（西彼保健所）

４２）倫理委員会と PGx治療

平山 謙二

フォーラム「ファーマコゲノミクス治療の問題と解決法」

２００５年２月２１日，東京大学，東京

４３）Genetic Susceptibility to parasitic infectious diseases in human.

平山 謙二

JICA上級原虫病コースに係る特別講義（長崎大学熱帯医学研究所）

２００５年２月２４日，長崎

４４）気道感染症の病態と予防・治療戦略

大石 和徳

呼吸器感染症フォーラム

２００５年２月２４日，堺

４５）気道感染症の病態と予防・治療戦略

大石 和徳

第３２回 関東喀痰研究会

２００５年２月２５日，東京

４６）新興感染症

渡辺 浩

上五島病院学術講演会

２００５年３月１０日，南松浦郡

４７）SARSの経験から考える今後の国際感染症アウトブレイクへの対応

大石 和徳

平成１６年度厚生労働科学研究 国際危機管理ネットワーク強化研究推進事業シンポジウム

２００５年３月１１日，東京

４８）大洋州予防接種事業における日本の貢献

森田 公一

２００５年度大洋州保健大臣会議

２００５年３月１６日，サモア
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１１ 主要な研究設備

１ バイオハザード セイフティーフード

２ 超ミクロトーム

３ 回転電動万能ミクロトーム

４ 分析電子顕微鏡システム

５ クリスタットミクロトーム

６ 反射型蛍光顕微鏡

７ ウルトラミクロトーム

８ 落射蛍光位相差顕微鏡

９ 分離用超遠心機

１０ 真空高速冷却遠心機

１１ クリオスタット

１２ 万能倒立顕微鏡

１３ 走査電子顕微鏡装置

１４ プロテインシステム

１５ 生態機能解析装置

１６ 高圧蒸気滅菌装置

１７ 病理組織標本作製システム

１８ 超高速ビデオ

１９ DNAシンセサイザーシステム

２０ 微生物全自動増殖解析装置

２１ 細胞自動解析分離システム

２２ 原虫遺伝子 DNA解析システム

２３ レーザースキャン顕微鏡

２４ 医用サーモグラフィ装置

２５ 蛋白細胞相互作用解析システム

２６ 白血球機能解析システム

２７ 核酸蛋白質解析合成システム

２８ 宿主・寄生体相互作用解析システム

２９ プラスミド自動分離調整システム

３０ 遺伝子検出システム

３１ 感染症病原性解析システム

３２ コロニーアナライザー画像解析装置

３３ 熱帯性病原体成分機能解析システム

３４ 多機能ぜん虫行動解析システム

３５ 熱帯性ウイルス感染症診断試薬作成システム

３６ 蛋白質精製システム

３７ 病原性ウィルス遺伝子及び蛋白質機能解析システム

３８ 自動炭酸ガス細胞培養装置

３９ 超遠心機

４０ 核酸オリゴマー感染症治療薬開発システム

４１ 生物顕微鏡

４２ 細菌毒素活性測定解析システム
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１２ 刊 行 物

１）Tropical Medicine

当研究所が発行した機関誌で，熱帯医学の原著論文のほかに短報や総説などが掲載される。

本誌は長崎大学風土病紀要として昭和３４年に創刊されたものであるが，昭和４２年に研究所名

が改められたときに Tropical Medicine（熱帯医学）と変更され，さらに平成元年からは英文

のみの雑誌となった。毎年４号分を１巻として平成１２年度には第４２巻が発行されたが，平成

１３年度から休刊中である。

２）長崎大学熱帯医学研究所年次要覧

昭和３９年３月，当研究所の沿革および研究活動をまとめた最初の「長崎大学風土病研究所

年次要覧，昭和３８年度」が刊行された。その後，昭和４２年の研究所名改称に伴う標記表題へ

の変更はあったが，昭和４５年度まで毎年刊行された。昭和４６年度から５４年度までの分はまと

めて昭和５６年３月に発行された。昭和５５年度から再び毎年発行されることになり現在に至っ

ている。平成１５年度年次要覧は平成１６年１１月に発行された。

３）長崎大学熱帯医学研究所 Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University

国内および外国からの来訪者に対する当研究所の紹介パンフレットとして，長崎大学熱帯

医学研究所案内（A Guide to the Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University）が昭和５５年

１２月に最初に発行された。その後一部改訂されたものが随時発行されてきた。平成元年１０月

には，当研究所が共同利用研究所に改組されたのを機会に，標記のように表題を改めカラー

印刷として発行され，その後は毎年発行されることになった。平成６年度に研究所の機構が

大部門制に改組されたのを機に，このパンフレットはＢ５判からＡ４判に改められ，また和

文版と英語版を別々に作成することになった。平成１７年度版は，１７年７月に発行された。

４）長崎大学熱帯医学研究所共同研究報告集

この報告集は，当研究所が平成元年に全国共同利用研究所に改組されたのに伴い，毎年実

施される共同研究と研究集会の概要をまとめたものである。平成１６年度の報告集は，平成１７

年８月に発行された。

―９９―
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